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令和 3（2021）年 10 月

編集　市民生活と地域の安全創造研究部会
発行　警察政策学会　　

本報告書は、警察政策学会	市民生活と地域の安全創造研究部会主催により
開催されたオンライン円卓会議 in	ZOOM（2020.10.14）
「コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防を考える！

～見えない（見えにくい）災禍への予防安全アプローチ～」
の講演録です。

本円卓会議は、当初の計画では同月同日にグランドアーク半蔵門で開催すべく
準備をすすめていましたが、コロナ情勢の悪化により、

オンラインによる円卓会議に切り替えての実施となりました。

講師の皆様には、ご講演や ZOOM による事前準備、速記録の点検作業、補筆、
校正等多大なご負担をおかけすることになりましたが、皆様のご協力の下、ここに

警察政策学会研究資料として発刊できたことをこころから感謝申しあげます。
なお、本報告書は ZOOM 会議ならではの雰囲気を活かすため、

口語調とし、スライド（映像資料）も多数登載させていただきました。
学会事務局のご理解ご協力に感謝いたします。

2021.10.1
　警察政策学会	市民生活と地域の安全創造研究部会

　　部会長（モデレータ）　　石　附　　弘
　（尚、円卓会議に際しては日本市民安全学会のご協力をいただきました）
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「コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防を考える！」に寄せて

京都産業大学　名誉教授　藤岡　一郎

　今回の「コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防を考える！」は、本研究会のこれまで地道に積

み上げられてきた成果に、オンライン環境下での円卓会議の成果を公刊したものである。「安全・

安心」社会実現に向けた活動はグローバルに多様な各分野・各層のフィールドで展開されている

が、その大きな環の一つであり、科学的アプローチ手法による理論化に向けて現場実践者の知見

と感性の蓄積とその伝承にフォーカスしたもので、示唆に富む内容と日頃のご尽力に敬意を表し

たい。

　科学的アプローチ及びそれに関する専門家と現場実践者（コミュニティ）との関係については

20 世紀後半以降多くの文献・資料が蓄積され、ELSI 議論（注１）など現在も進行中である。し

かし「安全・安心」社会を実現するうえで、自然災害の「予知・予測・予防」については一定の

前進はあるものの人災の「予知・予測・予防」については人間の能力限界に関する社会制度の在

り方・秩序感覚の在り方など多くの課題とともに、人類は 20 世紀中半までに地球システムの機

能やプロセスに影響を及ぼす圧倒的存在となり、気候変動という「人災」を生み出すに至った。

約 20 万年前に現世人類誕生以来、安全・安心を目指した人類は多様な「コミュニティ」を形成し、

「より豊かに、より楽に、より自由に」を求め続け 20 世紀末には、「地球の限界」そして科学技術（テ

クノロジー）の進歩がその社会的・政治的・倫理的条件との「ずれ」の顕在化に直面している。「地

球の限界」、「人間の限界」という事実認識の共有が求められ SDGs（注２）が提唱されその実践

などが求められる所以である。

　我が国は戦後、民生用「軽薄短小」技術、新たな技術開発に支えられ高度成長が「豊かさ」を

一時期もたらしたが、現在、特に社会の基本要素である世帯構成の変容、C&R（サイバーとリア

ル）空間での個々人の「振る舞い」など、個々人の在り方とともに大小のコミュニティの在り方

の変容もあって、様々な格差と分断を促進し、孤立・孤独化は悲惨な事象を生じ、人間の在り方、

人間社会の在り方に、大きな課題を投げかけている。個々の人間の生誕に始まる「不平等」を内

在した社会・経済システムや C&R 時空の諸活動の現状の課題に対する解決は可能なのか？　例

えば、今後コロナ禍は我が国の人口減少化を加速し、労働力・市場規模の縮小、そして経済成長・

社会保障の持続性の鈍化、インフラの縮小化に伴う利害調整などは大きな壁となる可能性がある。

　「神の手」や「悪魔の手」によって社会・経済システムが拡大したのでなく「普通の人」（市民）

がそのシステムを動かしており、その根底に「不平等」を内在する「普通の人」の秩序感覚があり、

特別寄稿
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「人が生
・ ・ ・ ・

ききる」ライフコース形成つまり懐胎期・生誕から死亡までどのように人と人が係わる

のか、「学び」と「教育」の在り様の重要さを再認識する。それ故、例えば、親密圏への公的介入、

コミュニティスクール、駐在所の仕事・・・等々、活用されるべき数多の社会資本はそれぞれ課

題を内包しつつ機能しており、それらと今回の寄稿者の方々の現場実践の成果が繋がるならば、

人の意識・感性そして行動変容によって、「より安全・安心な社会」の形成・拡大に寄与するこ

とであろう。

注１　ELSI 議論

倫理的・法的・社会的課題（Ethical, Legal and Social Issues）の頭文字をとったもの。新規に

開発された技術が、社会で広く使われるようになるまでにはさまざまな課題を解決する必要があ

ります。技術的な課題以外にも法律や倫理、あるいはその技術が社会に受け入れられるかなども

検討しなくてはなりません。そうした「倫理的・法的・社会的な課題」をまとめて「ELSI」（エ

ルシー）と呼び、各研究機関でも研究が広がりつつあります。

なお、令和３年版科学技術・イノベーション白書では、第６章「科学技術イノベーションと社会

との関係深化」で、「未来の社会変革や経済・社会的な課題への対応を図るには、多様なステー

クホルダー間の対話と協働が必要である。そのため、国、大学、公的研究機関及び科学館等が中

心となり共（きょう）創（そう）の場を設けるとともに、研究の公共性を確保するなどの取組を

推進する」こととしている。

注２　SDGs

持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）は、2015 年 9 月の国連サミット

で加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された、

2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17 のゴール・169 のターゲッ

トから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。

SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、

日本としても積極的に取り組んでいます。
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●　特別寄稿

「コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防を考える！」 に寄せて

京都産業大学　名誉教授　藤岡　一郎

●　主催者挨拶

モデレータ　石附　弘

●　講演録

１　コロナ公衆衛生危機情勢　コロナ情勢について

東海大学医学部基盤診療学系　衛生学公衆衛生学　客員准教授　渡辺　良久

２　家庭内事故～マクロ分析からの気付き

厚木市サーベイランス委員会報告 （10 年の事故分析から）　同委員長　渡辺　良久

３　家族や専門家の気付き 1

　 ・ 家族、 職場が救う命

順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座　教授　谷川　武

４　家族や専門家の気付き 2

　 ・ 妊婦健診からみた危険の予兆

東京女子医科大学産婦人科学講座　准教授　水主川　純

５　家族や専門家の気付き 3

　 ・ 歯科所見から推察される DV ・ 虐待 ・ 孤独死

歯科医師　辻　龍雄

６　外国や歴史からの気付き 1

　 ・ 子どもの安心安全を守る子育てを考える～デンマークの家族 ･ 学校 ･ 社会のあり方を通して～

東洋英和女学院大学　名誉教授　川崎　末美

７　外国や歴史からの気付き 2

　 ・ 「庶民の安堵」 から 「行政 （予防） 警察」 へ

警察政策学会　警察史部会　会員　鈴木　康夫

８　外国や歴史からの気付き 3

　 ・ 安全安心の処方箋江戸しぐさ

江戸しぐさ伝承普及員　宮﨑　牧子

●　円卓会議を終えて

　覚書 1　予防安全の構造 ： 「家庭起因の事件事故の 『予防』 を考える」

　覚書 2　家庭起因の事件事故関連のデータ

警察政策学会　市民生活と地域の安全創造研究部会　部会長　石附　弘
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コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防を考える！
主催者挨拶

１　私は、警察政策学会「市民生活と地域の安全創造研究部会」の石附です、本部会は、日本の

治安が最悪であった平成 16 年に立ち上げ、以来、市民の安全安心をめぐる課題について調査研

究やフォーラム等を行ってきました。今日の会議も、あとから速記を起こし、学会の研究資料と

して報告書を作成し、学会 HP でも公開する予定です。

２　今日の円卓会議のテーマは、コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防についてです。近年、家

の中（場所空間）、また、家庭内・家族間という生活心理空間において、さらには、これらを含

む親密圏に象徴される領域で、痛ましい事件事故が急増しています。家や家庭での重要事件発生

は、今後とも予断を許さない情勢にあることを踏まえ、この家や家庭に起因する痛ましい事件事

故の予防・未然防止について、皆様と一緒に考えてみたいと企画いたしました。

３　今回の zoom ウエビナーによる会議は、当部会としても初めての試みで何かと不手際があろ

うかと思いますが、どうかよろしくお願い致します。

警察政策部会の本部会研究員の他、全国から、現役の警察官 6 所属函館方面本部、奈良県警、兵

庫県警、兵庫県豊岡南警察署、広島県警、福岡県警、また、厚木市役所（４名）など 60 余名の方々

に、時空を超えてご参加を頂いております。誠にありがとうございます。北海道警察函館方面本

部では、zoom が見られる PC 映像をプロジェクターでスクリーンに映し、皆で研修をうけると

いう工夫をされていると聞き、zoom 時代への果敢なチャレンジとして胸があつくなりました。

４　今日の円卓会議には、素晴らしいパネリストの先生方をお迎えしています。先生方のご専門

分野やご略歴等については、後程、お話があろうかと思いますので、円卓会議の進め方（基本的

考え方）について説明します。

　氷山モデルというのがありますが、海面上の氷が見える部分は事件事故の発生後の状況です。

事件事故の予防安全のためには、海面下の見えない部分に注目する必要があります。見えないも

のを見る知恵を働かせ、事件事故の発生や誘発に結びつく大小様々なリスクファクターについて

調査し、リスク因子が結合しないように根源対策（いわゆる川上問題）を適切に行う必要があり

ます。

５　円卓会議で取り上げるテーマは氷山の全体像を俯瞰するもので、図にあるように３つの観点

からアプローチを試みるものです。
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（１）マクロの視点

　ここでは、今日の最大課題のコロナ新興感染症問題や、データの集積による外傷サーベイラン

ス分析（動態分析）の重要性について学びたいと思います。

　渡辺良久先生からは、

①�今年２月からのコロナ公衆衛生危機について

　ご専門の立場からご説明をお願い致しました。

②�厚木市の外傷サーベイランス委員会の分析については、渡辺先生は、世界基準の安全安心まち

づくりのセーフコミュニティ認証都市である厚木市のサーベイランス委員会委員長をされ、厚

木市における過去 10 年の外傷データ分析結果、特に、家庭内事件事故のマクロ分析結果から

何がわかるのか、データからの気付きや予防安全対策への手がかりが得られないかという観点

からお話をいただきます。

（２）ミクロの視点：事例研究

　ここでは、予防安全の事例研究として３分野の専門家の皆様からお話を頂きます。

③�谷川武先生からは、睡眠中のいびき（自分ではわからない無呼吸症候群）のリスクとその対策

について

④�水主川純先生からは、自分の望まぬ（自分で決められない）妊娠（妊婦）をめぐる事例につい

て

⑤�辻龍雄先生からは、歯科の先生からみた DV や虐待の予兆についてのお話を通じて
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　この事例から考えさせられるのは、事件事故の予兆は、家族・職場の上司等身近な生活空間共

有者が、リスクに対する少しの安全知識や関心を持って接していれば、予兆に気付くことがある

ことを示しています。また、潜在被害者に接する様々な専門家（歯科医師はじめ警察や学校の保

健師を含む）の目には、普通には見えない事件事故の予兆を見抜く力や適切な助言や支援を受け

られる世界に通じていることを示唆しています。

３　放眼長遠：課題解決のヒント

　ここでは、予防安全の基本的考え方や課題解決のヒントについて考察してみたいと思います。

　今日のテーマ、コロナ感染症にせよ家庭起因の事件事故予防にせよ、考えれば考えるほど大変

難しい問題を内包していると思います。

　私はこの種の難問を考えるときは「放眼長遠」、つまり時空を超えて、外国の好事例や歴史の

教訓から、何か課題解決のヒントはないかと調べることにしています。

　本円卓会議では、

⑥�川崎末美先生からは、世界最高水準の幸福立国 デンマークの家庭の安全について（デンマー

クと日本の子どもはどこが違うのか？）

⑦�鈴木康夫先生からは、川路大警視の夢見ていた「市民安全や予防のあり方」について、

　最後に、

⑧�宮﨑牧子先生からは、江戸時代の（商人の）コミュニティリーダーの生活安全の知恵や予防実

践学「江戸しぐさ」について

　それぞれお話を頂き、家庭起因の事件事故の予防安全のこれからを考えるヒントにしたいと思

います。

　トルストイのアンナ・カレーニナ法則、「すべての幸せな家庭は似ている。不幸な家庭は、そ

れぞれ異なる理由で不幸である。」の前段「幸せな家庭（およびコミュニティ）」のあり方を知り、

それを目指そうとした先人の安全安心の知恵（賢慮）とエネルギーを学ぶことが、予防安全に必

要不可欠だと思います。

　では、これから、円卓会議を始めさせて頂きたいと思います。

（警察政策学会　モデレータ　石附　弘　記）

参考データ　　近年の家や家庭等親密圏起因の事件事故の傾向性

・刑法犯	 	 	 2002年 285万件� →2019年　74.8万件

・ ストーカー	 	 	 2002年 1.2万件� →2019年 　2.1万件

・ DV	 	 	 	 2002年 1.4万件� →2018年 　7.7万件

・児童虐待	 	 	 2002年 2.4万件� →2018年　16.0万件

・家庭内事故（浴槽内での及び浴槽への転落による溺死及び溺水）

	 	 	 	 2000年 3518人� →2019年　5690人

・ サイバー犯罪	 	 2002年 1606件� →2019年　9519件

・ 殺人	 	 	 2002年 1396件� →2019年 　950件
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東海大学医学部の客員准教授の渡辺と申します。「コロナ公衆衛生危機情勢」についてという

ことで、コロナ情勢がコロコロ変わり、今も変わりつつありますので、現時点での最新データに

基づいたお話をしたいと思います。

　私は公衆衛生学が専門で、国際保健とか、地域保健を中心に活動しております。

感染症については、タイとかインドネシアでの早期アラートシステムの研究を厚生労働科研費

で 3 年ほど行ったことがあります。

１．最近のコロナ情勢

さて最近のコロナ情勢ですが、感染

者数がまだちょっと落ち着いてないと

いう状況があります。ご承知のように

2020 年 2 月 27 日に小中高校の休業要

請が行われました。この後、3 月中旬の

第一波はピークが 1 日 50 人ぐらいでし

た、その後マスコミで現在、第一波と

言っている第二波が来まして、この時

第一波のおよそ 10 倍、500 人ぐらいの

発生で緊急事態宣言等が行われました。

それが解除された後、7 月に入りまた多

くなってきまして、最大一日 1,500 人

【プロフィール】　渡辺　良久（わたなべ　よしひさ）
・公衆衛生学（国際保健、地域保健）

♦ �1996 〜 2017　東海大学・ WHO 協力・JICA 支援 21 世紀保健指導者養成コース（途上国保健省中堅幹部研修）
♦ �2009 〜 2018　非常勤准教授
♦ �2019 〜 　客員准教授
■�地域保健医療計画、地域保健福祉計画、健康増進・食育計画、データヘルス計画等計画・推進支援（県、市町村）
■�外傷データ、自殺データ、特定健診・保健指導、栄養調査、国保レセプト、介護保険データ、介護予防事業等�

データ解析支援・指導（県、市町村）
●�感染症早期アラートシステムの研究（科研費）
●�ラオスにおけるサーベイランス・ネットワーク・システムの研究（東海大）

１	コロナ公衆衛生危機情勢
	 コロナ情勢について

東海大学医学部基盤診療学系　衛生学公衆衛生学　客員准教授

	 渡辺　良久　先生
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という第二波のおよそ 3 倍のピークが

来たというのが第三波。第三波のピー

クは下がりましたが、実は下げ止まり

です。まだ、１日平均 500 人程度の感

染者数があります。これは、第二波の

ピークとほぼ同じ状態ですが、現在も

続いている状況です。

この中で、PCR検査の陽性率は下がっ

てきまして、大体2%から3%前後となっ

ています。

入院を必要とする人の数も下げ止

まっていて、比較的年齢が高い人たち

が感染している。およそ 6 千人近くが

現在入院している。重症者の数も下げ

止まりし、150 人ぐらい現在いるとい

う状況です。死亡者は順調に下がって

きています。

特に PCR 検査数が、9 月の末に激増

しました。マスコミでもあまり言って

ないのですが、最近では 1 日 3 万件ぐ

らいできるようになった。ご承知のよ

うに 10 月中に、「どこの医療機関でも、

近所のかかりつけの医療機関でも PCR

検査ができるようになる。」という状況

で、現在進めている最中ですので、そ

ういうこともあって、PCR 検査数がか

なり増える状況になっているようです。

人口 10 万人当たりの感染者数を関東

の地図上に示すと、やはり新宿・渋谷・

港区の三つの区が震源地のようになり、

周辺に広がっている状況が見られます。

特に区部が非常に高く、そこに隣接す

る、神奈川県、さいたま市などが高く

なっています。
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２．新型コロナウイルス感染症の今後

現在、一度免疫ができたら大丈夫と

言う風潮が一部にあり、トランプ大統

領も、もう免疫できたから平気みたい

な言い方していますが、新型コロナウ

イルス感染症は、どうなのでしょうか。

感染症の中には、一度免疫ができれ

ば、二度とかからなくなるような麻疹

（はしか）、風疹、おたふく風邪、水ぼ

うそう、結核、天然痘などがあります。

このような免疫が比較的長期にわたる

ものはワクチンが主体になります。

一方、インフルエンザや肺炎球菌な

どは、感染したりワクチンを打っても、時間が経つと免疫が低下します。新型コロナウイルス感

染症は、このタイプに近いという感じが段々分かってきました。この場合重要なのはワクチンと

治療薬の両方です。ワクチンも毎年ワクチン接種が必要という事になってくるわけです。では、

インフルエンザと同様に恐れる必要はないのでは、となりますが、残念ながら、インフルエンザ

ではワクチンも治療薬、特にインフルエンザの特効薬というのが存在しているわけですが、新型

コロナウイルス感染症はこのワクチンもまだ、一所懸命作っている最中です。治療薬も、他の病

気の薬を使えないかと試している段階で、新型コロナウイルス感染症の特効薬は、未だにありま

せん。従ってインフルエンザと似ているとは言っても、実はワクチンも治療薬もないということ

でインフルエンザのようには軽視することはできないというのが現状です。（注：その後、新型

コロナウイルス感染症ワクチンができましたが、接種後の免疫は、6 か月程度で低下することが

判明し、6 か月後の 3 回目接種が検討されています。）

後は、免疫ができにくくて何度でも

かかるような赤痢とかコレラとかがあ

りますが、これらには治療薬が必要と

なるわけですが、コロナはこれとは違

います。

それでコロナは今後どうなるかとい

うことですが、第４波が 11 月上旬ぐ

らいから来るのではないかと思われま

す。（注：その後実際に、11 月から増

加し、1 月がピークになりました。）

また、今年のみで終息というのは、
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どうも難しそうです。2、3年で徐々に収束ということもひょっとすると有り得るかもしれません。

スペイン風邪は 1918 年 に流行しましたが、1921 年には終息。3 年ぐらいで終息したわけで

すが、コロナもそんな風にならないとは限らない。あるいは毎年季節性流行となったり、あるい

はコロナはどちらかと言うと夏にも強いので、毎年通年流行したり、あるいは年により違う型が

流行したり、色々なことが想定できます。

何れにしろ、まだ丸一年経ってないので様子が全然わからない。丸一年経って 2 年目に入って

徐々に傾向が見えてくるかもしれないなというふうに考えております。（注：その後、異なる型

の流行があり、当面終息は困難という状況が見えてきました。）

３．効果的な感染防止対策

対策の一つとしては、効果的な換気

があります。特に風の通り道ができる

と非常に危険で、その風下にいる人に

感染してしまうということがあります。

換気が大事なことは言うまでもありま

せんが、換気の仕方にも注意を払う必

要があります。

これは武漢のレストランでの感染の

様子を示しているものですが、A1 とい

う方が感染者、それで同じ A テーブル

にいた 4 人が感染したのですが、隣の

テーブルの B1、B2、B3 の方にも感染

が広がりました。これはなぜかという

と、右の壁にエアコンがあり、エアコ

ンの風が常時左側に吹いていたため、

風下の方に感染が広がったということ

です。一方で C テーブルにも感染者が

いるのですが、これはエアコンの風が

左の壁にぶつかって、そして戻ってい

た、ということで、このエアコンの風

の戻りによって、感染が広がったとい

うのが原因でした。

ちなみに D も E も F も感染していない。また同じ空間ですが違うエアコンの系統では、感染

者が出ていないのは、風の流れが異なっているためです。

最後に、手洗いが重要ですが、アルコールの手指消毒がきちんと行われていないようですので、



—　5　—

正しい手順を示してみました。手に受

けたアルコールは、特に手の甲に十分

回して指先そして親指の根元を消毒し、

最後は手首までちゃんとこすらなけれ

ばいけません。後、乾くまですり込む。

多くの方は、少ししかアルコールを

取らないために手首まで行く前に蒸発

してなくなってしまうということもあ

るかと思います。正しい手指消毒に要

注意ということです。

以上です。

石附：渡辺先生、大変ありがとうご

ざいました。コロナ情勢、本当に予断

許さないという厳しいお話でございま

した。
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それでは「家庭内事故～マク

ロ分析からの気付き」というこ

とでお話しさせていただきます。

私は、厚木市セーフコミュニティ

外傷サーベイランス委員会で、

この 10 年間色々外傷分析をして

まいりました。

発生場所で見ると、従来は自

宅外が多かったのですが、自宅

内の比率が増えてきています。

このデータは急病を除いた外傷

のみです。急病は自宅が多いの

ですが、外傷でも自宅が多くなっ

てきています。

件数で見ても、自宅内の搬送

者数が増えてきています。

２	家庭内事故
	 ～マクロ分析からの気付き

厚木市サーベイランス委員会報告（10年の事故分析から）　同委員長

	 渡辺　良久　先生
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自宅内の外傷を男女別・年齢

別で見ると、男女とも 65 歳以上

の人が多くなっています。

平成 17 年時には、だいたい

65 歳以上が 3 割ぐらいだったの

ですが、現在それが 5 割を超え

る状態になってきています。男

女とも 65 歳以上が増えるのは人

口の高齢化の影響の可能性があ

るので、年齢調整をかけてみま

した。これは、平成 17 年も 30

年も各年の人口の年齢構成が同

じだと仮定した場合にどうかと

いうことで計算したものです。

やや上昇傾向ではありますが、

相関係数はそれほど高くないの

で、自宅内の外傷の増加は、人

口の高齢化が原因と言えます。

自宅内の外傷を事故種別で見

ると、男女とも一般負傷が多く

なっています。実は以前は、女

性の自損行為が多かったんです。

特に思春期の 20 代の女性で自宅

内での事故は、自損行為が非常

に多かったのですが、人口の高

齢化に伴い、現在自損行為の比

率は平成 19 〜 21 年頃の半分ぐ

らいに減ってきています。

発生場所では、男性では居室、

階段、廊下が増え、その他は減っ

てきています。

女性では居室、階段、ベラン

ダが増えています。

発生場所を男女別に比較して

みますと、自宅内全体では女性

が多いのですが、中でも女性は
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居室、廊下、トイレ、ベランダ、

台所が多くなっています。

男性で多いのは庭です。男性

では庭で何か作業し、そこで怪

我をする、という傾向が見えて

きます。

傷病程度では、男性の場合は

重症と軽症の二極化が見られま

す。男性の場合、軽いケガが多

い一方、高い所からの転落も多

いので、そういう傾向になって

いるようです。

一方、女性は中等症が多くなっ

ています。

外傷部位で見ると、男性の場

合には頭部、顔部、頚部、胸部

が多くなっています。女性は、

腰部、鼠径部、下肢が多い。男

性の場合は上半身が多いが、女

性は下半身の方が多くなってい

ます。転倒すると、男性の場合

は頭を打つことが多いのですが、

女性の場合は、ドスンと尻餅を

ついて、大腿骨骨折をしたりと

かが多かったりします。

外傷内容では、男性の場合は、

表在損傷、その他の損傷が増え、

開放創、熱傷、中毒が減ってい

ます。女性の場合は表在損傷が

増え、筋及び腱の損傷、熱傷、

中毒は減っています。

男女別に外傷内容を比較する

と、男性では脱臼、捻挫及びス

トレイン、頭蓋内・胸腔内部損傷、

開放創、表在損傷、外傷性切断、

筋及び腱の損傷、孔口への異物
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侵入、熱傷及び腐食が多くなっ

ています。女性が多いのは骨折

で、女性は男性に比べても倍近

く骨折が多い。それから中毒が

多い。中毒は、自殺企図で一酸

化炭素中毒というのも入ってお

りますので、多くなっています。

また、自宅内での転倒転落だ

けを抜き出してみますと、段々

転倒が増えてきています。男女

とも転倒の比率は、どんどん高

くなっています。平成 17 年 18

年頃は、転倒は 3 割ぐらいしか

なかったのが、現在ではもう 4

割。女性は約 5 割近くが転倒に

なってきています。

自宅内での転倒転落を男女別

に比較すると、女性の方が転倒

の比率が高くて男性の場合は転

落、墜落が多くなっています。

転倒とはほぼ平らなところ、転

落は落差があるところ、墜落は

かなり高いところという違いが

あります。男性の場合は、どち

らかと言うと屋根など高い所に

登って落ちることが多いという

傾向があります。

また、その時の飲酒の状況に

ついては、男性の方は飲酒あり

が女性に比べて多くなっていま

す。ただし、このグラフでは

88% 以上の所を拡大しています

ので、女性に比べると飲酒のケー

スがやや多い程度という意味で

す。

以上です。ありがとうござい
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ました。

石附：渡辺先生ありがとうご

ざいました。やはりこういう大

きなトレンド、リスクの傾向性

を知って、家や家庭の中での事

故を予防できるというお話だっ

たと思います。ありがとうござ

いました。
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みなさんこんにちは、順天堂大学の谷川です。本日は“家族、職場が救う命”というテーマで、

“いびきの気づきへの重要性”について話をしたいと思います。

本日お話する内容は 5 つあります。1 点目は睡眠中の呼吸障害である睡眠呼吸障害について、

2 点目は睡眠呼吸障害と健康問題・交通事故との関連について、3 点目は睡眠呼吸障害は自分で

はなかなか気づことができないという問題、4 点目は「いびき」という症状が「気づき」におい

て非常に重要であるという点、そして最後に専門的なスクリーニングの方法についてです。

３	家族や専門家の気付き 1
	 家族、職場が救う命

順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座　教授

	 谷川　武　先生
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睡眠中の呼吸障害のことを Sleep Disordered Breathing, SDB と訳します。普段、スヤスヤと

寝っている時は、いびきなどの音はしません。この状態は呼吸の乱れがなく上気道の気流が保た

れている状態です。しかし、スライドの右の図のように上気道が閉塞して、気流が途絶すると無

呼吸を起こします。この無呼吸を起こす一歩手前で、上気道が狭まっている時に「いびき」とい

う症状が出現します。

無呼吸や低呼吸の問題点は、頻回な酸素不足を起こしたり、呼吸が止まったり止まりかける時

に目が覚めてしまう点です。結果、睡眠が何度も分断され、睡眠の質が悪くなり、翌日の眠気や、

集中力の低下を生じて事故の原因となることです。

睡眠呼吸障害の主症状には「いびき」と「日中の過度な眠気」があります。さらに慢性的に睡

眠不足が続くと慢性的な疲労感や集中力低下が起きます。しかし眠気か疲労かの区別が難しい事

例が多いこと、また慢性的な寝不足状態では主観的な眠気を感じることが少なくなる人が多いこ

とが分かってきました。従って自分では判らないことが多い睡眠呼吸障害は、家族の方がいびき

をかく状態に対し、病気ではないかと認識することが重要になります。
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睡眠呼吸障害は、交通事故や脳卒中、虚血性心疾患の独立したリスクになることが分かってお

り、日中の眠気や集中力の低下は生活の質を低下させ、経済的損失が高いことも示されています。

職場では産業災害、転落事故、墜落事故、交通事故等のリスクにもなります。

先ほど申し上げた様々な疾患リスクや QOL の低下が見られる一方で、有病率が高い割に診断

治療体制が乏しい点も問題です。

今後、この睡眠呼吸障害に関しては研修体制を一層高めなければいけないと言われています。

また一番遅れているのは予防体制の整備であり、早期発見、早期治療もしくは、睡眠呼吸障害の

リスク低減のための保健指導が十分になされていないのが現状です。

スライドにもあるように、睡眠呼吸障害は健康問題に対して様々な影響を及ぼします。睡眠中

に何度も息が詰まると、交感神経の活性化や炎症反応、凝固作用を惹起し、これらの反応が高血

圧、不整脈、心筋梗塞、脳卒中につながります。
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2014 年に厚生労働省から発表された「健康づくりのための睡眠指針 2014」で、私共は三章を

担当しましたが、この三章には、「良い睡眠が生活習慣病予防につながること」が書かれています。

指針はPDFで入手できますので、興味のある方はダウンロードをしていただければと思います。

この指針では、重要な点として睡眠時無呼吸自体が様々な生活習慣病を惹起することが述べら

れています。

また、昨今ではコロナ禍による運動不足等で肥満になる方が増加することが懸念されています

が、この「肥満」が睡眠時無呼吸の発症や重症化に関連することが分かっています。
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次に交通事故について、国内での発生件数は約 30 万件とも言われていますが、こちらもまだ

睡眠呼吸障害の影響が明らかになっていない点が問題です。

睡眠呼吸障害は日中の眠気の原因となります。当然、居眠りを起こすリスクが高くなると、大

事故を起こすリスクも高くなります。しかしながら、ここで重要なことは、「自分では気がつか

ない眠気」があるという点です。実際、私共の調査でも、「気がつくと衝突していた」「気が付い

たら、ぶつかっていた」という事例が報告されており、このような事例においては自分で対処行

動を取ることは困難です。
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トラック運転手を対象に、ある会社で、スクリーニング検査を実施したところ、スクリーニン

グ検査無しの人と、積極的に治療を受けた人では、5 年間の事故率にほとんど違いが見られませ

んでした。しかし、睡眠呼吸障害を有しながら治療を拒んだ人は、スクリーニング検査無しの人

と比べて、5 倍も事故率が高くなることが分かりました。

このことからも早期発見・早期治療が、この疾患の大事なポイントになります。しかしながら、

自分では気づきづらいという点が、睡眠呼吸障害の早期発見が難しい点でもあります。例えば、

睡眠時無呼吸症候群の早期発見の方法として、エプワース眠気尺度（Epworth sleepiness Scale；

ESS）という主観的な眠気の状態を評価する質問紙があります。

例えば座って読書をしている時や、テレビを観ている時、公共の場で座っている時にウトウト

する確率が、いつもある場合を 3 点、絶対なければ 0 点とし、合計点が 24 点中 11 点以上の場合、

異常な眠気があると診断されますが、睡眠呼吸障害の約 5000 人の患者さんを対象とした調査で

は、重症者でも主観的な眠気は、あまり強くないということが分かりました。
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睡眠呼吸障害により慢性の睡眠不足状態に陥ってしまった場合、自身では眠気を感じることが

できず、一瞬ふと寝てしまうという、「マイクロスリープ」という現象があります。これは例えば、

目を開けてずっと起きているつもりでも、脳波長が 10 秒から数十秒間、寝てる状態の脳波に変

わっている状態を指します。慢性の睡眠不足状態で眠気を感じない中、単調な高速道路等での運

転中に一瞬ふと寝てしまうようなケースです。当然、このような状態では急ブレーキも踏むこと

はできず、非常に危険な状態と言えます。

そこで、この様な自覚症状の乏しい睡眠呼吸障害において重要となるのが、いびきへの気づき

です。

冒頭でも説明したとおり、「いびき」は、睡眠呼吸障害等により気道が狭くなった部分を空気

が通ることで起こります。そのため、重症者ほど大きないびきをかきます。しかし、女性の場合

は呼吸器が強くないため、いびきがなくても頻繁に無呼吸状態となっていることがあります。

家族のいびきを観察することが家庭内でできる対処法となります。
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では、どのようないびきが怖いいびきなのでしょうか？いびきといびきの合間に呼吸が止まっ

ている場合、睡眠呼吸障害を有している可能性はかなり高いことが考えられるため、専門医療機

関を受診されることをお勧めします。

また一方で、無呼吸でなくても、いびきをかいているだけで、様々な疾患リスクが増えること

も報告されています。

更に重要な点として、小児のいびきがあります。小児は扁桃腺、アデノイドが肥大しているこ

と、顎が小さいこと、（スライドには記載がありませんが）アレルギー性鼻炎等で、睡眠呼吸障

害を起こします。

寝ている時のいびきに気がつくことが、大事なポイントです。

ADHD（注意欠如・多動症）では注意力散漫や学習能力低下等の症状が出ますが、睡眠不足で

も ADHD と似たような症状を生じることが分かっています。

3 歳から 7 歳の小児において、この症状を放っていると、幼稚園や小学校での様々な学びや活
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動に影響を与えます。これは事故で亡くなるということではありませんが、人生の質を左右する

大事な問題となります。

睡眠呼吸障害は、フローセンサ法やパルスオキシメトリ法等、早期に自宅で診ることができる

方法があります、我々もフローセンサ法を用いたスクリーニングサービスのシステムを開発し、

普及啓発に努めています。実際、この睡眠呼吸障害は CPAP という治療や歯科医が行う口腔内

治療装置、外科的方法等、様々な方法で解決することが可能です。CPAP は、上気道の狭くなっ

ている部分を開くという治療方法ですが、治療前と治療後では、明らかに症状が改善されます。
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これらの治療により症状が消えることで、様々な活動も活発になります。小児の場合は、扁桃

腺、アデノイド手術以外に、アレルギー性鼻炎の内服薬治療やネブライザー治療等でも睡眠の質

が改善されます。また最近では、スクリーニングにおいていびきの大きさや頻度からモニタリン

グする技術も開発されつつあります。

そして、やはり家族や職場での気づきが重要となります。大きないびきをかく方、肥満気味の

方、血圧の薬が効かない方等に対しては注意が必要です。また、子どもも大きないびきをかく、

もしくは寝ているときに息が止まっている等の状態は注意が必要です。さらに、もう一つ重要な

のは口呼吸です。日中も口を開けているということは、鼻での呼吸ができず口呼吸をしている状

態です。この状態は異常な状態であるということを、皆様に認識していただければと思います。
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以上で、話を終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。

石附：谷川先生、ありがとうございました。なお、谷川先生は、かつて愛媛県警の産業医とし

て大変ご尽力いただいたと聞いています。昼間の仕事を良くするためには、睡眠時無呼吸症候群

にならないように、日々の生活習慣と良質の睡眠が重要だということかと思います。谷川先生、

本当にありがとうございました。
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資料	 家族、職場が救う命
順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座

教授　谷川　　武
助教　友岡　清秀

1．睡眠呼吸障害と健康問題、交通事故
　睡眠呼吸障害（Sleep Disordered Breathing：SDB）とは、睡眠中に舌が喉の奥に沈下する
ことにより気道がふさがれ、そのために大きないびきをかき、呼吸が止まったり止まりかけた
りする状態が断続的に繰り返される病気です。SDB では、睡眠の分断、睡眠効率の悪化、徐
波睡眠（深い睡眠）の減少・消失により、睡眠の質の低下や日中の過度な眠気が引き起こされ
ます。さらに、SDB は心血管疾患や糖尿病等様々な生活習慣病の発症と関連する他、うつ病
等の精神疾患の発症にも影響を与えることが明らかにされています。また、日中の眠気や倦
怠感は生活の質を低下させるだけではなく、交通事故の原因となり、近年の調査では、SDB
患者は交通事故を起こすリスクが健常者の約 2.5 倍であると報告されています。このように、
SDB は個人の健康問題のみならず、社会の安全にも影響を与える疾患です。

2．自分では睡眠呼吸障害に気づくことの少ない理由
　SDBは自覚症状が乏しく、なかなか自分で気づくことが難しいといわれています。SDBでは、
日中の強い眠気や倦怠感、集中力の低下等の症状がみられますが、これらの症状は、自覚に乏
しい場合や眠気等の症状が多忙による疲れとして認識される場合もあります。実際、中等度～
重度の SDB の患者の場合でも、日中の強い眠気を感じない人が多くいることがわかっていま
す。これは、SDB による慢性の睡眠不足状態により、自覚的な眠気を強く感じない状態になっ
ていることや、たばこやカフェインの覚醒作用等によるものであると考えられています。

3．いびきへの気づきの重要性
　SDB の代表的な症状に睡眠中の大きないびきがあります。最近の研究では、いびきの頻度
が循環器疾患や糖尿病等の生活習慣病の発症と関連することが報告されています。いびきは寝
ている間の状態のため自分では気づくことが難しいですが、ご家庭でも気づくことができるサ
インです。もし、パートナーやご家族が大きないびきをかいていて、さらに、無呼吸がみられ
たり、日中の眠気や倦怠感を訴えている場合、是非受診をすすめてください。

4．睡眠呼吸障害スクリーニングの重要性
　いびきは SDB の重要な症状である一方、睡眠中の症状であるため、他者から指摘するまで
は自覚することが難しいという問題があります。したがって、家庭内での気づきだけではなく、
職場等でのスクリーニングの実施による SDB の早期発見が必要となります。SDB は持続陽圧
呼吸療法等の適切な治療を行うことにより、症状の改善のみならず、生活習慣病の発症や交通
事故のリスクの低下にも有用であることが報告されています。交通事故の防止、生活習慣病の
予防に寄与する SDB の早期発見・早期治療を推進するために、家庭や職場等における、社会
的な仕組みづくりが必要とされています。
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妊婦健康診査はすべての妊婦が受診することが推奨されている。医療機関ではこの妊婦健診を

通じて妊婦が抱えるストレスや問題点を把握し、それに対する支援を行うことが可能になる。妊

婦健康診査未受診は医学的問題だけでなく、児童虐待にも関連している。妊婦からの相談が支援

の契機になりうるため、妊婦に関わる者の協力による支援が行われることが望まれる。

東京都の東京女子医大から参加させていただいています。

産婦人科学講座の准教授をしています、水主川（かこがわ）と申します。よろしくお願いいた

します。産婦人科には色々な病気がありますが、私は中でも妊娠出産、主にハイリスク妊娠の妊

婦さんを周産期センターで診ています。

今日は、「妊娠健診からみた危険な予兆」について、お話しをさせて頂きたいと思います。

皆さん妊婦健診という言葉を聞かれることがあると思いますが、正式には「妊婦健康診査」と

言います。

これは、母子保健法に基づいて全ての妊婦さんが、妊婦健康診査を受診することが推奨されて

います。その受診を通じて母体や赤ちゃんの健康状態を確認し、周産期の異常の予防や早期発見

や早期治療を目的としています。

受診回数は世界各国で差がありますが、日本では特に多いほうと言われていて、特にリスクが

ない妊婦さんでも、妊娠初期から出産するまでに概ね 14 回程度の妊婦健診を受診することが推

奨されています。

私たちは妊婦さんが妊婦健診を受診することによって、妊婦との関わりを持ち支援することが

可能になります。妊婦さんには色んなストレスがあって、ただ妊娠して嬉しいという訳ではなく、

あの自分が働いていた仕事が継続できないといった、社会的ストレスであったり、お腹が大きく

なり身動きがうまく取れない、“血圧が高くて、自宅安静にしてください”と指示されて安静に

しなければならないといった身体的ストレス。それから自分はちゃんと出産できるかな ? と、子

育てができるかな ? と心理的ストレスなど、様々なものがあります。こういったストレスを把握

して、社会的支援、身体的支援、心理的支援を行うことが重要とされています。

ところがこの妊婦健康診査（妊婦健診）を全く受診しないで陣痛が始まった後や破水をした後

に、医療機関へ受診する方がいます。いわゆる未受診妊婦、報道等では飛び込み出産等とも言わ

れていますけれども、これは非常に大きな問題を抱えていて、出産の際は、通常はタクシーや自

4	 家族や専門家の気付き 2
	 妊婦健診からみた危険の予兆

東京女子医科大学産婦人科学講座　准教授

	 水主川　純　先生
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家用車で病院に来るものですが、救急車を慌てて呼んだり、中には警察に駆け込むという方もい

ます。

妊婦健診を受診をしていないので、分娩予定日も分かりませんし、例えば、妊娠高血圧症候群、

胎児発育不全など分からなかったり、母子感染予防に妊娠中にたくさんの血液検査をします。例

えば B 型肝炎を調べますが、それが分からないことは母子感染が起こるかも知れないですし、

お産には出血がつきものなので、私たち医療従事者もその出血を介して感染のリスクがあります。

それから、こういった出産ではお子さんが NICU（新生児集中治療室）に入院するリスクもある

ため、救急車を呼んでもなかなか受け入れ先が決まらず、たらい回しというふうに批判をされて

しまう場合もあります。

それから、受け入れ後も医療費を支払わなかったり、子どもを養育する気がないと言って病院

に子どもを置いたまま帰られるということもあります。

厚労省の社会保障審議会が毎年報告をしている本邦における「子ども虐待による死亡事例」で

は、第１次報告から第 15 次報告、779 人のお子さんが亡くなっていて、そのうち約半数が 0 歳、

つまり、1 歳のお誕生日を迎えるまでに亡くなっています。主な加害者は 429 人（55%）が母親

です。身体的虐待やネグレクトで亡くなっています。

なぜ私が、産婦人科医なのにこのような話をするかと言いますと、３次報告以降の検証で、加

害者のお母さんたちが、どういう問題を妊娠中に抱えていたかと検証したところ、予期しない妊

娠 / 計画していない妊娠が 27.3%、妊婦健康診査未受診が 26.1%、母子健康手帳をもらっていな

いのが 20.3%、10 代の妊娠が 17.8% でした。実は妊娠中から大きな問題を抱えながら、そして、

お子さまが亡くなるということが現状として起きています。実際の事例では、0 歳の男児が実母

からのネグレクトで死亡した事例は、１0 代のお母さんが外出先で分娩をして、遺体を放置した。

そのあと実母は「赤ちゃんを助ける気持ちよりも誰にも知られたくない気持ちの方が強かった」
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ということを話しています。

それから次の事例は実父母からのネグレクトでの死亡で、実父母ともに若年、10 代のカップ

ルで、実母が妊娠を誰にも相談できずに出産して、遺体を遺棄したという事例です。こういった

事例が、実父母や周囲からの児童相談所への相談や情報共有はなかったということになります。

こういったお子さんが産科医療機関に来てうまれれば、たとえ母親や家族が育てられなくても

私たちはお子さんのために全力で対応できるということになります。

やはりなぜ妊婦健診に受診しないのかな ? と、いうことになりますけれども、例えば予期しな

い妊娠とか、お金がないとか、社会的に孤立している、家庭内で DV 被害を受けていて病院に行

かせてもらえないということがあります。そんな時に何か相談をしてくれれば、手助けはできま

すけれども、やはり受診をしない限りは医療機関では、なかなか対応できません。

妊娠の背景には、希望してようやくできたという妊娠もあれば、継続しない妊娠、予期しない

妊娠、それから継続することが困難な妊娠、人工妊娠中絶ができないような状況に置かれた女性

もいますが、支援があれば、希望をして前向きに気持ちに変化することがあります。妊娠に対す

る思いは時間と共に変化する可能性もあるということが重要になります。

やはり妊娠について相談に来ていただくことで受診を促すことになります。対面相談もありま

すが、電話相談、最近は若者をターゲットにした SNS を活用した相談も取り入れられています。

妊娠や養育に関する不安要因が把握されれば、それを評価して多職種で連携して妊産婦さんを支

援していくことが非常に重要です。

今年は、COVID-19 の感染拡大が社会的に大きな影響になっています。これは妊婦さんも影

響していて、両親学級、母親学級といった集団保健指導の中止、里帰り出産はしないでください

とか、入院中の面会制限や立ち会い出産ができないというような状況になっています。コロナ禍

でいつも以上に妊婦さんたちは、ストレスを感じています。

これは、へその緒を立体的に超音波で示したものになります。これは偶然綺麗に撮れた輪っか

ですけれども、やはりへその緒は赤ちゃんとお母さんをつなぐものですから、みんなで協力して

切れ目のない支援を行なっていくことが重要かと思います。

みなさんと協力して、妊婦さんを支えていける体制の構築が望まれます。

以上です。ありがとうございました。

石附：水主川先生、大変貴重なお話し、ありがとうございました。

ありがとうございました。

やはり、コロナの影響が現場、妊婦さんにも及んでいるんですね。周辺の連携とか支援体制、

相談含めて重要性のお話をしていただきました。

本当にありがとうございました。
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歯科所見から推察される DV、虐待、孤独死というお話をいたします。

私は昭和 52 年から平成 13 年まで 24 年間、山口大学の口腔外科におりまして、顎骨骨折とか、

舌癌、そういった手術を行っていました。

2 年ほどイリノイの薬理学教室で神経受容体の研究をして、その後ロンドン大学の方で、ヨー

ロッパの歯科医師の教育システムの調査をしました。

まず、歯の組織的な特徴を申し上げます。法医学での応用が行われています。硬い組織、白骨

化しても腐敗しても、それから焼却しても組織が残っているという特徴、長期の保存が可能です。

エジプトのミイラにも歯があります。生活習慣とか家庭環境が、治療痕、咬合等の形あるものと

して残っている。日常生活、生育環境、健康に対する意識、経済力、社会性等の推察が可能です。

学校歯科検診の話からしてまいります。むし歯の２極化といって、少子化の影響で、歯科疾患

は減っています。学校歯科検診は非常に楽ですし、3 歳児歯科検診では、カリエスがない子がほ

とんどです。

その一方で、多数歯カリエスを持っている子、それから小学生なのになんでこんな重度の歯肉

炎という子供たちがわずかですがいます。歯科検診が終わり、養護教諭にこういう子どもたちの

家庭の話を聞くと今年の例ですとネグレクト、それから DV 家庭という話でした。児童養護施設、

それから児相の一時保護、こういったところに入っている子供達は歯の悪い子供が非常に多いん

です。

日常の診療で酸蝕症に視点を置くと、この写真の歯は溶けていますね。それから金属のこうい

うところも溶けている。一般的な酸蝕症というのは、こんなところには起きないんです。若い女

性です。どういうことかと言うと摂食障害と酸蝕症は関連性があります。嘔吐によって非常に強

い酸の胃酸が口腔内に逆流してくる。過食吐き戻しです。それを 1 日に、4 回も 5 回もやってし

まう。自己誘発型嘔吐。こういうことを繰り返している人は、性暴力の被害者に多いと言われて

います。相手の反応を伺いながら、話を聞いていくと、話し出したりします。疑う目を養えば性

暴力被害者発見のきっかけになるということです。

5	 家族や専門家の気付き 3
	 歯科所見から推察されるDV・虐待・孤独死

歯科医師

	 辻　龍雄　先生
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DV に関連した話をします。けがをしても大抵は、こけたとか階段から落ちたとか言われます。

この方は、レントゲン写真でここで顎骨が見事に折れています。転倒だと言っても、右にも左に

も首にも、皮下出血があります。これは右も左もさんざん殴られた人です。ですけど、事件性は

否定される状況があります。

子どもでも同じです。転倒しましたって言われる。こたつの角でぶつけました。こうやって歯

が抜けそうなっておりますけど、見ると、この歯も、この歯も、この歯も、この歯も、この歯に

もむし歯がずっとあるわけです。多数性カリエスです。

これはやはり親の養育姿勢を疑わなきゃいけない。児童虐待に関連した歯科所見というのは、

これ以外にも非常にたくさんあります。子ども虐待の臨床。こういう本に歯科に関しても、まと

めてあります。

次は、孤独死と咬合不全、咬合崩壊の話です。孤独死の定義を自宅で死亡。そして一週間以上

発見されていないとしました。山口大学医学部法医学の 1,346 例のデータを調べ、その中で、こ

れに合致する人は 67 名。この人たちの咬合の所見を調べると咬合不全、または、咬合崩壊と呼

ばれる状況が 7 割近い方に見られます。

咬合崩壊とは、どんなものかといいますと、こういう写真の状況です。

この状況で「食事に不自由はしてません」と言われるんです。絶妙な噛み合わせなんです。こ

の歯は、ここと噛み合っています。この歯はここと噛み合っています。これもここと噛み合って

います。長期間の中で、徐々にこの歯の位置、歯茎の位置が噛めるところに来ている。日本食は

ご飯とかうどんとか非常に柔らかいものですから、これでもいくらでも食べれる。ただ問題は、

これで人前に出れるかということです。対人関係の少ない人達です。

老人介護福祉施設に入所されておられる寝たきりの方、そういう方に、こういう状況の方が非

常に多い。これは最近、私も気が付いたんです。70 代、80 代、90 代のこういう感じで食事をし

ておられる。歯科医療が離れたところに、おられるわけです。こういう口の状況を見たら対人関

係がないという、又は対人関係が乏しいという人だということです。

結語です。

歯科所見は、生活背景の推察に有用なものです。学校歯科検診は家庭状況を推察することがで

きます。それから咬合崩壊といった欠損症の放置、抜けた歯をそのままにしている人たち。こう

いう人たちは、社会的孤立化につながっていると思います。

以上です。

石附：辻先生ありがとうございました。

歯医者さんに私もかかることあるんだけども、こういう見方をされてることは、初めてお聞き

ました。つまりヒントがたくさん身近にあることを。専門家は、それが分かるんですね！

ありがとうございました。



—　31　—

資料	 歯科所見から推察される DV・虐待・孤独死
山口県　つじ歯科クリニック

辻　龍雄

１．学校歯科検診と家庭状況
　最近の学校歯科検診では、う蝕の発生率は明らかに減少しています。日本では、小学校、
中学校、高等学校で毎年一度、必ず歯科検診が実施され、文書で歯の治療に行くこと、歯科
医院で治療終了を記載してもらうことが求められます。この状況では歯科疾患が減少して当
然です。
　その一方で、極めて少数ですが、多発歯カリエス、重度の歯肉炎を発症している子どもた
ちがいます。歯科検診後に、養護教師にその子どもたちの家庭状況を質問すると、ネグレクト、
何らかの問題を抱えた家庭、発達障害児であること、等々が判明します。歯科所見と、問題
を抱えた家庭が相関しているように思います。
　家庭内暴力被害を受けた児童が多く入所している児童養護施設の子どもたちには多数歯う
蝕の報告があり、上記の私見を裏付けます。（一時保護された被虐待児童の口腔状況につい
て .　小児歯科学会誌 50: 237-242, 2012.）。

２．摂食障害と酸蝕症
　家庭内暴力や性暴力の被害者に、過食・吐き戻しなどの摂食障害が発症することが知られ
ています。嘔吐する際に、強酸の胃酸が口腔内に逆流することにより、酸によるエナメル質
の融解を来たし、酸蝕症と呼ばれる病態となります。（Eating disorder and the dentist. Br 
Dent J 186:109-113, 1999.）。
　米国のTVドラマER（救急救命室）を観ていると、看護師が若い女性患者の口の中を診て「あ
なた、摂食障害ね？」と驚くシーンがありました。看護師は酸蝕症をみつけて、摂食障害（性
暴力被害）を疑ったのです。

３．孤独死者の口腔所見
　山口大学で法医解剖された 1,346 例のデータを、歯科医の視点から検証したことがありま
す。孤独死者 67 例中の 71.1％に、咬合崩壊と呼ばれる状態がみられました。（法医解剖から
みた山口県における孤独死の状況と課題　～孤独死者の口腔所見からみた孤独死の検討～．
日本セーフティプロモーション学会誌 6:39-48,2014.）。同じような口腔所見は、老人介護施
設においても多数見られます。

以上
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川崎でございます。私は 30 年間、東洋英和女学院大学人間科学部に勤めておりました。在職

中の主な研究テーマは、「どんな家族や社会であったら、自殺を防ぐことができるのか、あるいは、

子どもがよりよく育つのか」ということでした。

今日は、子どもの安心安全を守る子育てについて、デンマークを参考に考えて参ります。本題

に入ります前に、子どもの安心安全について、私なりの定義をお示ししておきたいと思います。

それは、まず、子どもが人を信頼し安心して生活できる、つまり居場所があるということです。

次いで、子どもが自分を肯定的にとらえ前向きに生きている、つまりポジティブに生きている。

その結果として、罪を犯したり、自殺を考えたり自殺をしたりしないですむ、そういう状態を子

どもの安心安全が守られている状態と定義いたします。

6	外国や歴史からの気付き 1
	 子どもの安心安全を守る子育てを考える
	 ～デンマークの家族 ･ 学校 ･ 社会のあり方を通して～

東洋英和女学院大学　名誉教授　川崎　末美　先生
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今日の話しの流れは次のとおりです。

　１．日本とデンマークの子どもたちの「安心安全」の状態

　２．デンマークの子どもの生育環境　～社会、学校、家庭で～

　３．日本の子どもたちの安心安全を守るためにはどうすればよいか

１．日本とデンマークの子どもたちの安心安全の状態

（1）親子関係と家庭の雰囲気

このデータは 12 年前のもので少し古いのですけれど、私がデンマークのエルシノア市と札幌

市で高校生と大学生を対象に行ったアンケート調査の結果です（注）。札幌では、デンマークの

幼稚園に似た教育をしている札幌トモエ幼稚園を卒園したグループと、そうでない一般のグルー

プの二つの集団に分けて調査しています。このグラフの一番濃い色が「札幌の一般」、次に濃い

のが「札幌トモエ幼稚園卒業」の人たちのデータになっています。そして、一番右が「デンマー

ク」の若者たちのデータです。今日は、札幌の２グループを区別しないで、二つ合わせて、日本

とデンマークのおおよその違いとして話しを進めてまいります。

この図を見ますと、まず、デンマークの方が、「お母さんがありのままの私を認めてくれる」

とか、「誕生日や記念日など家族のイベントを大切にしている」という割合が多く、家庭が安心

して楽しく暮らせる居場所になっているということがうかがえます。

親子関係

家庭の雰囲気

子どもの安心安全：日本とデンマーク

デンマークの家庭の方が安心して楽しく暮らせる居場所になっている

そのとおりだ どちらかといえば どちらかといえば そうではない
そうだ そうではない

そのとおりだ どちらかといえば どちらかといえば そうではない
そうだ そうではない

川崎の調査による 年 月～ 年２月 自記式アンケート、
対象者：高校生､大学生､専門学校生 デンマーク 名、札幌一般 名、トモエ幼稚園 名

図１

（注）この調査は「平成 19 年度～平成 22 年度科学研究費補助金基盤研究（B）情緒的自立に関する総合的研究」（研
究代表者：畠中宗一）の一環として実施したものである。
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（2）子どもの心理的状態

次いで、他者への信頼感を見ますと、図２にありますように、「私の社会的なつながりは上辺

だけのものである」とか、「私は他人との間に壁を作っている」とかが、全くあてはまらないと

答えた者がデンマークに圧倒的に多いんですね。つまり、デンマークの若者の方が人を信頼でき

ているということがわかります。また、デンマークの方が、「人が話している所に気軽に参加で

きる」など、社会的スキルも高くなっています。

デンマークの若者の方が、人を信頼し、人との関係を上手につくっている

私は他人との間に壁をつくっている

私の社会的なつながりはうわべだけのものである

子どもの安心安全：日本とデンマーク

そのとおりだ どちらかといえば どちらかといえば そうではない
そうだ そうではない

まったく あてはまらない あまり やや あてはまる 非常によく
あてはまら ない あてはまら あてはまる あてはまる
ない ない

他者への信頼 社会的スキル

デンマークの若者の方が、自己肯定感が高く、主体的で前向き

私は自分なりの生き方を主体的に選んでいる

張り合いがあり、やる気が出ている

子どもの安心安全：日本とデンマーク

そのとおりだ どちらかといえば どちらかといえば そうではない
そうだ そうではない

まったく あてはまらない あまり やや あてはまる 非常によく
あてはまら ない あてはまら あてはまる あてはまる
ない ない

自己肯定感 主体性・やる気

図２

図３
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こちらのグラフ（図３）では、「今の自分が好きだ」とか、「自分は人の役に立つことができる

人間だと思う」という割合が、デンマークは非常に高くなっています。つまり、自己肯定感が高

いと言えます。また、「私は自分なりの生き方を主体的に選んでいる」「張り合いがあり、やる気

が出ている」という若者がデンマークには多くいます。こういったことから、デンマークの若者

の方が、ポジティブに生きていることがわかります。

（３）子どもの幸福度

これ（図４）は、今年９月に発表されたユニセフの『こども幸福度ランキング』の結果です。

先進 38 カ国中、デンマークは総合 2 位、日本は 20 位でした。これを分野別に見ますと、日本

は「身体的健康」は１位なのですが、友達づくりに関わる社会的スキルが低く、これが含まれる

「学問・スキル」の分野は 27 位になっています。また 15 歳から 19 歳の若者の自殺率が高いと

いうことがあり、「精神的幸福度」は 38 カ国中の 37 位、下から 2 番目という結果になっており

ます。

図４

図５
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これ（図５）は、子どもと若者の自殺率の国際比較ですけれども、右側の折れ線グラフが示し

ている 15 歳から 24 歳の若者の自殺率は、日本では 90 年代からずっと上がり続けていまして、

先進国の中で最も高くなっています。

図５の左側の表は、日本とデンマークの若者の自殺者数と自殺率を比べたものですけれど、日

本の若者の自殺率はデンマークの若者のおよそ 4 倍になっています。

また、自殺の背後には多くの自殺未遂者、自殺念慮者がいます。2018 年に日本財団が日本の

若年層（18 ～ 22 歳）を対象に行った自殺意識調査によりますと、自殺未遂経験者が 11％、自

殺念慮があると答えた人が 30％あったそうです。驚くべき数字ですけれど、こういうことにも

注意をしないといけないと思います。

（４）日本の子どもや若者の自殺原因

コロナ禍でも日本の若者の自殺が増加しているそうです。8月くらいから前年比で約2倍になっ

ているということですが、これは外出自粛で家族と一緒にいる時間が長くなったものですから、

家族との関係の難しさやストレスから自殺が増えているのではないかと言われています。

これ（図６）は、日本の児童・生徒・大学生の自殺原因を示しています。子どもの自殺原因と

いえば、すぐに「いじめ」が思い浮かびますけれども、小中学生では、意外にも「家族からのし

つけや叱責」、あるいは「家族関係の不和」が多いんですね。それに次ぐのが、「学業の不振」に

なります。高校生になりますと「学業不振」や「進路の悩み」が多くなりますけれども、「親子

関係の不和」も少し残っています。大学生になりますと家族問題はありませんけれども「学業不

振」や「進路の悩み」が多くなります。

このことから、子どもと若者の自殺は、家に居場所がない、自信が持てない、前向きになれな

い、というところから起きているのではないかと思われます。

ここまでをまとめますと、子どもの安心安全のレベルは、日本よりもデンマークの方がはるか

に高いということになります。

図６
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２．デンマークの子どもの生育環境　

では、デンマークの子供の生育環境はどうかということを見ていきたいと思います。

（１）デンマークの社会

まず、社会に注目しますと（図７）、国連の「世界幸福度ランキング」では、デンマークは常

に１位から 3 位を維持しています。これに対して日本はずっと 50 位台でしたが、今年はさらに

62 位に順位を下げて、先進国では最下位になっています。

また最近興味深かったのは、政府のコロナ対策への国民の評価です。これについてアメリカの

ピューリサーチセンターが先進 17 カ国を対象に調査を行い、順位付けをしています。デンマー

クは、これもまた１位なのですね。日本は 11 位でした。デンマークでは、なぜ、こういうふう

にコロナ対策への評価が高かったり、幸福度ランキングが常に上位であったりするかといいます

と、基本は「国民が大切にされている生きやすい社会である」ということ、また、デンマークは

民主主義が進んでおりますけれど、こうしたことが背景にあるのではないかと思います。特に、

今回のコロナ対策としましては、コロナにどう向き合うかということについて、首相が子どもた

ちの質問にも丁寧に答えたということがございます。なぜそんなことが行われたかと言えば、デ

ンマークには「子どもも民主主義社会の一員」という考え方があるからだと思われます。このよ

うにデンマークでは、子どもたちも一人の人間として国から大切に扱われています。

図７
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（２）デンマークの学校

次に、学校ではどうかということですけれども（図８）、まず、教師と生徒は対等と考えられ

ていますので、お互いをファーストネームで呼び合います。教師が生徒に怒鳴ったり、体罰を与

えたりすることは禁じられています。また、子どもの自己決定が尊重されていて、教師が生徒に

「何々しなさい」とはできるだけ言わず、本人が「したい」を見つけるまで待ちます。

授業は対話形式で行われ、教師が生徒の考えを引き出し、表現する力を育てます。また、7 年

生まで試験がありません。これは学力で子どもを序列化して劣等感を持たせないためだそうです。

将来の進路の検討については、6 年生から個別にアドヴァイザーが付いていて、要所要所で相

談にのるという形で行われています。

学校には学校運営について話し合う学校評議会というのがあるんですけれども、ここにも生徒

の代表が参加します。

このような学校生活の中で、子ども達は人を信頼できるようになり、劣等感を持たないで主体

性を育てていきます。また、学業不振や進路について、一人で悩んで自殺に追い込まれるという

こともありません。

図８
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（３）デンマークの家庭

家庭でも幼児期から子どもの自己決定が尊重されます。今日は何を着るかという毎日のことか

ら、おしゃぶりをやめる時期まで、子どもに決めさせます。図９の右上の写真は、おしゃぶりを

やめると決めた子どもが、ある冒険遊び場のおしゃぶりの木に、自分のおしゃぶりを吊り下げた

ものです。これで、「おしゃぶりよ、さようなら」というわけですね。

また、親は、子どものありのままを認め、見守るという姿勢です。子どもが悪いことをしたと

き、日本では父親がきちんと叱るということが期待されますけれども、私の調査では、デンマー

クでは約半数の親は叱っていません。問題があった時は対等な関係で話し合うというスタイルで

す。また、家族が一緒に過ごす時間や協力することも大事にされています。

デンマークのような状態なら、日本のように、しつけや叱責、親子関係の不和を原因とする自

殺は起きないでしょう。このように、デンマークの社会、学校、家庭には子どもの安心安全を守

る環境があると言えましょう。

図９
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３．日本の子どもたちの安心安全を守るためにはどうすればよいか

では日本の子どもたちの安心安全を守るためにはどうしたらいいでしょうか。社会を変えると

か、学校を変えるということはすぐにはできません。すぐにでも出来るのは、自助努力による親

子関係の見直しです。

まずは親子が一緒に過ごす時間を増やすことが求められますけれども、これについてはコロナ

による在宅ワークや働き方改革で増加傾向にあります。しかし大切なことは、親が子どもにどの

ように接するかということです。これまでの日本人の子育てに多く見られる、親の期待を子ども

に押し付ける、学力を重視する、子供が悪いことをしたときには厳しく叱るといった接し方では、

親子の共有時間の増加が、逆に負のスパイラルにつながる可能性があります。コロナ禍の現在、

若者の自殺が増えているということが、それを表しています。こうしたことを防ぐためには、デ

ンマーク流子育てが参考になるように思います。子どものありのままを認める、待つ、子どもと

対等な関係で話し合う、という接し方です。難しいことですけれども、今日の日本の子どもをめ

ぐる状況を改善するには、これをやってみることが必要だと思います。

皆様はどう思われますでしょうか。親子関係の見直しをするとすれば、どのようにすればよい

か、こういったことを一緒に考えていただければと思います。

以上が私の話となります。ご清聴ありがとうございました。

石附：川崎先生、大変ありがとうございました。民主主義、一人の人格ある者として、子供の時

からそういう心を育てていくことが大切であることを教えてくれているのかなと思います。

図 10
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資料	 子どもの幸せを守る家族 ･ 学校 ･ 社会とは
～デンマークの子育てを通して考える～

川崎末美（東洋英和女学院大学名誉教授）

1．デンマークはどんな社会？
（1）�世界幸福度ランキングでは常に上位（国連が 2012 年より毎年実施、ただし 2014 年は実

施せず）
　　�12･13･16 年…1 位，17･19･20 年…２位，15,18 年…３位　（18 ～ 20 年はフィンランド

がトップ）
　　�日本は先進国では最低／ 2012 年以降の順位　44, 43, 46, 53, 51, 54, 58, 62 位（低下の

傾向）
（2）�政府のコロナ対策への国民の評価が高い（米国のピューリサーチセンターの調査による

調査日 2020.6.10-8.3）
　　�肯定的に評価する者の割合：95％（先進 17 カ国中１位），日本 55％（同 11 位）
　　�※デンマークでは、首相が記者会見だけでなく子どもを含む市民の質問に丁寧に答えた。

企業や個人事業主への経済補償はロックダウンによる減収の 3-4 か月分を迅速に支給。
国民第一 ･ 子ども尊重の姿勢が貫かれた。

2．日本の子どもとデンマークの子ども、どちらが幸せ？
（1）�子どもの幸福度ランキングで見ると（ユニセフ調査　OECD 諸国 +EU 38 カ国　

2020.9.2 発表）
　　�総合：�デンマーク２位，日本 20 位　（※１位はオランダ…親子の共有時間が長いことが

主要因）
　　�分野別順位：身体的健康（肥満度・死亡率）………………DK ５位，JP １位，NL ９位
　　　　　　　　学問・スキル（学問的習熟度・社会的スキル）…DK７位，JP 27位，NL３位
　　　　　　　　精神的幸福度（生活満足度・若者の自殺率）…DK５位，JP 37位，NL１位

（2）�日本の子どもは自殺率が高い
　　�15 ～ 24 歳の自殺率が先進国のなかで最も高い（10 ～ 29 歳の自殺率は DK の約４倍）
　　※自殺原因：�小 ･ 中学生／大半は親子関係に起因（叱責・不和）、男子は学業や進路の悩

みも。
　　　　　　　　高校生 ･ 大学生／学業や進路の悩みが最多。女子はうつ病が多い。
　　※�日本ではその他に児童虐待、不登校、ひきこもりなど、家族が抱える問題が多い。　

（3）�デンマークの子どもは自己肯定感や他者に対する信頼感が高い。前向きで社会的スキル
も高い。

３．デンマークの子どもはどんな家族や学校、社会の中で育っているのか
（1）�社会において大切にされていること
　　デンマーク：自主 ･ 自立、個の尊重（人権）、平等、対話、協同と連帯　など
　　⇔日本：従順、秩序、男女の別、迷惑をかけない、協調と忠誠、競争に勝つ　など

（2）�家庭での子どもの育て方
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　　�大切にしていること…子どもの意思や自己決定、親子で過ごす時間、父親も関わる（友
達のように）　

　　�養育態度…体罰を与えたり怒鳴ったりしない、対等に話し合う、見守る、待つ、他の子
と比較しない　

（3）�学校での教育手法
　　�×体罰、×怒鳴る、×「しなさい」（⇒「したい」を見つけるまで待つ）、対話、7 年生

まで試験なし、
　　�政治への関心養成、義務教育修了試験には口頭試問（調べ学習＆プレゼン） あり。将来

の進路検討のために６年生から個別アドバイザーが付く。入学 ･ 卒業の時期は個々の成
長度合いや自由意思で１年延期可。

（4）�地域社会 
　　�保健士が媒介するマザーズグループ、保育園や学校の評議会、気軽なお茶会など

４．デンマークの家族・学校・社会をつくってきたもの
（1）�民衆に力を与える教育の基礎を築いた NFS・グルントヴィとクリステン ･ コル
　　�①グルントヴィ（1783-1872）牧師 ･ 詩人 ･ 哲学者：「生きた言葉」による対話を重視、

知識偏重批判。
　　�②コル（1816-70）：グルントヴィの思想に基づく国民高等学校を設立（1844 ～）。｢生き

た言葉｣ による ｢啓発｣
（2）�1848 年 民主主義革命
　　�農民たちから始まった民主化運動がフレデリック７世の絶対王政を平和的に終わらせ、

立憲君主制へ。
　　�社会の民主化は他の国々より早かった。

（3）�1968 年世代の「若者革命」
　　�反ベトナム戦争の他、デンマークでは反原発や形式的民主主義批判も。この運動に参加

した若者達が民主主義を生活の中に根づかせた：女性と男性の役割均等化、教師 ･ 生徒
間の平等（ファーストネームで呼び合う）など

５．日本人の考え方や行動をどのように変えていけばよいか
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学会の鈴木です。よろしくお願いいたします。

私の方からは「庶民の安堵から行政（予防）警察へ」明治の警察規則が、どのようにして変わっ

てきて現在に至っているかということについてお話したいと思います。

私は神奈川県警察におりましたが、退職後に警察史の研究を始めまして、明治の西南戦争まで

を基本に勉強を進めている最中です。

今までの成果といたしまして、小さく書いておりますけれども、「明治維新と警察の近代化」

につきましては、もしご覧になるのでしたら、ネットで〈明治維新、鈴木康夫〉と打ちますと、

出てきますので、ご覧いただきたい方は、よろしくお願いしたいと思います。

１ 所属研究会等
警察政策学会 警察史部会 会員
横浜外国人居留地研究会 事務局長 築地外国人居留地研究会 会員
神奈川県警親会（OB会） 機関紙編集委員

２
警察大学校卒 外事・地域・交通部門、神奈川県保土ヶ谷・青葉警察署長等
現役時代から古代史を趣味とし、退職後は奈良県、宮崎県、鹿児島県の邪馬台国遺跡を探究していたが、
先輩から、警察史部会入会を勧められ、現在に至る。

研究成果の著書等
①「横浜外国人居留地における近代警察制度の創設」平成28年（2016）警察学会資料（学会HP）
②「明治維新と近代警察制度」 平成28年（2016）機関誌「警察政策」IN,「鈴木康夫明治維新」

（明治150年記念政府記念行事参加作品）

「内務省警保寮誕生の経緯」 平成30年（2018）警察学会資料「明治期の警察に関する諸考察」
③「明治の国家と警察制度の形成」 令和元年（2019）警察学会資料（学会HP）
「明治維新と警察の近代化」（令和元年（2019）霊山歴史館 紀要 第24号）
「征韓論と西南戦争の大義名分論」（令和２年（2020）警察学会資料「SNSによる国民世論の分断と

「西南戦争の警察の役割に関する諸考察」）
「研究会・市民講座「維新の志士らによる横浜ポリスの創設」（横浜・築地外国人居留地研究会、神奈川大学

租界研究会）

7	 外国や歴史からの気付き 2
	 「庶民の安堵」から「行政（予防）警察」へ

警察政策学会　警察史部会　会員

鈴木　康夫　先生

  
  

  

  

  

  

  

                                          ププロロググララムム  

●●  第１部 ご講演  

１１  ココロロナナ公公衆衆衛衛生生危危機機情情勢勢  

  ・・  東東海海大大学学医医学学部部基基盤盤診診療療学学系系  衛衛生生学学公公衆衆衛衛生生学学  客客員員准准教教授授    渡渡辺辺  良良久久  先先生生                            

２２  家家庭庭内内事事故故～～ママククロロ分分析析かかららのの気気付付きき  

・ 厚厚木木市市ｻｻｰーﾍﾍﾞ゙ｲｲﾗﾗﾝﾝｽｽ委委員員会会報報告告（（1100 年年のの事事故故分分析析かからら））  同同委委員員長長    渡渡辺辺  良良久久  先先生生    

３３  家家族族やや専専門門家家のの気気付付きき  

・・  家家族族、、職職場場がが救救うう命命  

順順天天堂堂大大学学大大学学院院医医学学研研究究科科公公衆衆衛衛生生学学講講座座  教教授授        谷谷川川    武武  先先生生  

・・  妊妊婦婦健健診診かかららみみたた危危険険のの予予兆兆        

東東京京女女子子医医科科大大学学産産婦婦人人科科学学講講座座  准准教教授授            水水主主川川  純純  先先生生  

・・    歯歯科科所所見見かからら推推察察さされれるる DDVV、、虐虐待待、、孤孤独独死死  

  （（特特））山山口口女女性性ｻｻﾎﾎﾟ゚ｰーﾄﾄﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ（（DDVV 民民間間ｼｼｪｪﾙﾙﾀﾀｰー））理理事事  歯歯科科医医師師      辻辻    龍龍雄雄  先先生生  

４４  外外国国やや歴歴史史かかららのの気気付付きき  

    ・・    子子どどもものの安安心心安安全全をを守守るる子子育育ててをを考考ええるる  

～～デデンンママーーククのの家家族族･･学学校校･･社社会会ののあありり方方をを通通ししてて～～      

                          東東洋洋英英和和女女学学院院大大学学  名名誉誉教教授授                  川川崎崎  末末美美  先先生生          

・ 「「庶庶民民のの安安堵堵」」かからら「「行行政政（（予予防防））警警察察」」へへ  

警警察察政政策策学学会会  警警察察史史部部会会  会会員員              鈴鈴木木  康康夫夫  先先生生  

・・    安安全全安安心心のの処処方方箋箋江江戸戸ししぐぐささ  

江江戸戸ししぐぐささ伝伝承承普普及及員員              宮宮﨑﨑  牧牧子子  先先生生  

  

    

  

⬤⬤  第第２２部部    円円卓卓会会議議    討討論論      （（省省略略））  

オオンンラライインン円円卓卓会会議議  iinn  ZZOOOOMM  

              ココロロナナ情情勢勢とと家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故予予防防をを考考ええるる！！  

～～「「見見ええなないい（（見見ええににくくいい））災災禍禍」」へへのの予予防防安安全全アアププロローーチチ～～  

企画趣旨 

「家内安全」は万人の願いです。しかし、近年、家庭内での虐待、肉親間での殺傷や DV 等の事件、溺

死・窒息・転倒転落・骨折事故等、あるいは、自死・孤独死等が後をたちません。 

円卓会議では、「家内危険」の諸相を探り、新しい生活環境での下での「家内安全」向上方策につい

て、また、危険の予兆に気付いた親密圏者・関係専門家の役割についても議論を深めたいと思います。 

モデレーター：市民生活と地域の安全創造研究部会長 石附 弘                                        
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１　王政復古と京都

まず、「庶民の安堵から行政（予防）警察へ」ということですが、明治維新と王政復古により

治安機関の交代がされます。京都で京都守護職、あるいは町奉行、所司代などが、王政復古のあ

と、全部大阪に下がります。

京都の町は一時的に無警察状態になりますが、その時に新政府が出した太政官の布告は、「庶

民の安堵、産業の継続」ということです。これはもう戦争などはしないから、安心して生活をし

てくれという趣旨で、布告されたわけです。

２　初の警察規則「三府並開港場取締心得」の制定と大久保利通

そして、飛びますが、明治 3 年になりまして、東京の神田で大学の南校、現在の東京大学の前

身です。そのイギリス人教師二人が襲撃されました。これも政府は、大変困りました。相手は、

当時の超大国のイギリスですから、それで新しい警察規則を初めて作ったんですね。

明治の警察規則と目的条項の変遷
〜「庶民の安堵」から「行政（予防）警察」へ〜

１ 王政復古と維新政府の治安維持方針

慶応3年12月13日 京都市民への「太政官布告」（主意）

「政体御一新したので、今日より兵隊は解散する、
各自安堵致し産業を営むようされたい 」

丁卯十二月十三日
〜庶民の安堵、産業の継続〜

（注）12日、京都守護職、町奉行、所司代、新撰組、見廻組等は大阪へ下り、
無警察状態。

民部省御用掛
大久保利通

２ 初の警察基本規則（第1の警察規則）
「三府並開港場取締心得」明治３年12月（17カ条）

〜 地方警備の儀は、諸民安堵営業致し候様するとの御旨趣に候間
深く御趣意を奉体し無怠惰厳重取締可致候事〜

＊ 幕末〜明治３年までの外国人殺傷事件
発生35件 死亡26件 負傷34件

＊ 明治3（1870）年11月3日、東京神田において大学南校の英人教師
2名への傷害事件が発生し、駐屯軍撤退、条約改正交渉の中心国で
ある英公使パークスの厳しい抗議がなされ、政府に大きな衝撃を与
えた。

＊ 英公使の激怒に対応した民部省御用掛大久保利通は「外国人暗殺を
以って論候而も実以って不可置の御大事に有りし過日英国公使応接
切歯慨嘆、皇国の恥辱無比此上事也」と三条太政大臣に述べていた。

（『大久保利通文書』547）

（注）�12日、京都守護職、町奉行、所司代、新撰組、見廻組等は大阪へ下り、無警察状態
となるが、翌 13 日には市中取締役所が設けられ、旧火消し三藩が市中取締を命ぜ
られた。
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ちなみに当時それまでに、外国人殺傷事件というのは、どうだったのというと、幕末から明治

3 年までに発生 35 件、死亡 26 件このような大変な数になっております。

最初の規則「三府並開港場取締心得」では、先ほどの太政官の布告を引用いたしまして、「庶

民の安堵営業致し候様」取締りを厳重にという趣旨でございました。これを作ったのは大久保利

通です。

３　第二の基本規則「取締組大體法則」の制定と西郷隆盛

　次に明治 4 年になりまして、今度は東京の治安を回復しなくてはいけないということで、「取

締組大體法則」という、何か古めかしい名前の規則が作られました。

この規則と制度を作ったのは、実は、西郷隆盛です。この規則を見ますと、ここに書いてあり

ますが「一、取締組は諸民をして安全自由を得せしめ」と大変進んだ考えですね、当時としては、

この後がまたさらに素晴らしいんです。「信実を旨とし無益に厳刻陵辱を加え…、」と簡単に言い

ますと、「町の人をいじめるようなことは、絶対にいかんぞ。それから諸事穏和にしなさい。み

んなの手本になるような事をしなさい。」といったことを西郷隆盛が言っております。

そして、このポイントになるのは「取締組自主規則」というのがあるのですが、「諸人安堵の

為に置かれたので、行儀作法を正しくして、決して威厳がましく候致す儀、なきよう。」と要す

るに、威張りくさることは、やめなさいとこういう事を言った訳ですね。

この規則と西郷の人格、智恵の利をもちまして、大変な効果がでました。東京の治安が大きく

回復しまして、これをイギリス領事ドーメンが、「3,000 人の邏卒は、ロンドン、ニューヨーク

並みの治安をもたらした。」と本国へ報告をしております。素晴らしい成果をあげたのですね。

３ 「取締組大體法則」（明治４年１1月：第２の警察規則（東京ポリス））

〜「取締組は諸民をして安全自由を得せしめん為に設けるところなれば、
第一に信実を旨とし無益に厳刻陵辱を加え又は愚弄の所作言語等決して
之れ有るべからず諸事穏和に取扱い下の為に手引き者となるの心得を以て
其便利を得せしむべき事」

「取締組自守規則」
〜第一則「取締組は庶人安堵営業の為に差置かれ候儀につき其旨相心得
専ら行儀作法を正しくし決して威権ｹ間敷儀致す間敷候」

＊東京府取締組は、西郷の統率下、荒れていた新首都東京の治安改善に効果
＊イギリス領事ドーメンは、「邏卒は、ロンドン、ニューヨーク並みの治安を
もたらした。」と本国に報告
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さらに続けますと、西郷がもう一つ素晴らしい事を言っているんです。これは「間切横目大躰」

という一文ですが、西郷は、沖永良部島に島流しにされております。この時に西郷の見張り役で

来ていた「横目付」というのは、まぁ警察官役ですね、土持正照に対して言ったことです。これ

も全部読むと難しいので、簡単に言いますと、「警察官役と言うと大体、普通の人は、犯罪者を

探すとか取締りが上手いといったことが、重要だと言うけれども決してそうではないよ。それは

枝葉末節にすぎない、まず警察官のやるべきことは、咎人の出ぬよう深く心を尽くして、住民か

ら犯罪者が出ないようにするのが一番の仕事だよ。さらに、まず、鰥（やもめ）孤独の者を憐み、

あるいは患難憂苦（かんなんゆうく）の者を恵み、善行なる者を見つける、といったことが一番

大切なんだ。」とこういう事を言っているんですね。あとポイントになるのは一番下に書いてあ

りますが、「若 ( も ) し役人の取扱宜しからずしては万人を苦しめ候」〈役人の取り扱いが良くな

かったら、万人を苦しめるよ〉と、こういった事を言ったわけです。

この西郷の話から約 55 年近く前になるんですが、ロンドン警察の創始者でありますロバート・

ピール卿というのがおられたのです。この方が言った言葉が極めてこの西郷さんの話と酷似して

いるんですね。

参議 西郷隆盛

５ 西西郷郷隆隆盛盛のの思思想想 「「間間切切横横目目大大躰躰」」
＊ 沖永良部島流罪中(文久3（1863）年頃）に、監視役の横目付土持正照に語った。

ただ など

監察と申して諸役人は勿論万事の目付役にて
唯咎人を探し出したの口間が上手抔と申す事は枝葉の訳にて
全全体体咎咎人人のの出出来来ぬぬよよううににすするる処処横横目目役役のの本本意意にに御御座座候候
深深くく心心をを盡盡ししてて咎咎にに陥陥ららぬぬ様様仕仕向向けけ候候がが第第一一のの事事に候

やもめ
＊先ず鰥寡孤独の者を憐み或いは患難憂苦の者を恵み
善行なる者を賞め尊び人々互に不便なかる様に仕立候事に御座候

＊最も気づくべき処は御役人取扱の善悪
百姓の疾苦する所に御座候
私曲をはたらきては取扱の上よりして咎人にいたし成し候儀多く
有り之ものに候えば深く心を用いて罪人の因って起こる所を審かに
察するが肝要に御座候
若し役人の取扱宜しからずしては万人を苦しめ候
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その一つは、「警察は犯罪より無秩序の予防を使命として存在しているから警察の能力は、犯

罪や無秩序の不在により証明されるのであり、犯罪や無秩序に対する目に見える警察の行為に

よって証明されるのではない」。ということを言っていたのです。

この話しは、西郷は知らなかったと思うのですね、実はこのロバート・ピールの九原則を見つ

けたのは、4 年ほど前に学会、管理部会の笠井聰夫先生が、イギリス、ロンドンの警察署のホー

ムページから拾い出したのです。私共も初めて、それを目にしたわけです。

参考　「法執行の原則」（1829 年）
＊ロンドン警察の創始者　ロバート・ピール卿

１　�警察は、犯罪および無秩序の予防を使命として存在している。
　　これは、軍事力や厳罰による犯罪および無秩序の抑制に代わるものである。

２　�警察がその義務を履行する能力は、警察の存在、行為、行動に対する国民の承認と、国
民の敬意を確保し、維持する警察の能力に依存している。

３　�警察が、国民の敬意を確保および維持するためには、自発的な法の遵守における
　　国民の意欲的な協力を取り付けねばならない。

４　�国民による協力の度合いは、警察の目的を達成するうえで物理的暴力や強制を使用する
必要性を、比例的に低減させる。

５　�警察は、世論に応じることによってではなく、政策とは独立に、また個別法律の内容の
正義・不正義にかかわらず、恒常的に法に対して公平な態度で奉仕することによって、
人種や社会的地位に関わらず社会の全ての成員に対して奉仕し、友情を提供することに
よって、礼節と親しみやすいユーモアをもつことによって、また、生命の保護と維持の
ために犠牲をはらうことによって、国民の好意を追求および維持するのである。

６　�説得、助言、警告が警察の目的を達成するうえで不十分である場合に、法の遵守確保や
秩序回復のために必要な限りにおいて、警察は物理的暴力を使うべきである。また、警
察は、警察の目的を達成するために最低限の物理的暴力のみを使うべきである。

７　�警察は、国民との関係を保ち、警察は国民であり、国民は警察であるという歴史的な伝
統を具現化すべきである。国民のなかで、共同体の福祉のためにあらゆる市民にとって
不可欠な義務に注力するために給与を得ているのは、警察のみである。

８　�警察は、常に彼らの職務のために行動すべきであり、個人や国家に対して報復したり、
罪を裁いたり、犯罪者を罰したりすることで、司法権を侵害するようなことは決してす
べきではない。

９　�警察の能力（効率性）は、犯罪や無秩序の不在により証明されるのであり、犯罪や無秩
序に対する目に見える警察の行為によって証明されるのではない。



—　48　—

４　「東京警視庁職制章程」の制定と川路利良

この大久保と西郷に教えを受けた川路利良（かわじとしよし）が、東京警視庁を作ります。そ

の時の「東京警視庁職制章程」というのが、これが大変に良く出来ていて、戦前の内務省警察の

「行政警察規則」というのがあるのですが、これの原典となるのです。

その趣意というのは、「警察がやることは人民の凶害を予防し、世の安寧を保全するに在り」、

人々が害を受けないようにすることが一番だよと、こういう事を言っているんですね。ここに旗

の絵が書いてあります。イギリス、日本、フランスですが、この規則の言葉は、それらの国の警

察規則から拾ってまとめたという趣旨なのです。

第一が、人民の権利を保護し営業に安ぜしむる事（英、日）、第二は、健康を看護して生命を

保全せしむる事（仏）、（第三）放蕩隠逸（ほうとういんいつ）を制して風俗を正しくする事（日、）

征韓論政変と内務省（併せて警視庁）の設置
一揆・暴動多発、武士階級廃止への士族の不満高揚をどうするか。

士族の不満解決への外征策、「征韓論」
VS

内政治安の内政策、「内政治安論」（士族の開墾事業などへ転換を含む）

○ 内務省設置表明 大久保利通 6年9月6日（川路帰国の日）
○ 警察制度建議 川路利良 6年9月

〜行政（予防）警察の明確化、内務省・警視庁設置〜
○ 警保寮建議 川路利良 6年10月

〜法治主義の徹底〜
○遣韓使節無期延期 6年10月24日

○ 内務省の設置 7年 １月
「警保寮」庶民の安堵 「勧業寮」産業の継続

東京警視庁の設置とフランス警察規則の導入

５ 「東京警視庁職制章程」明治7年1月
（「行政警察規則」の原典 凡例：G独 B英 JP日 FR 仏）

目的「人民の凶害を予防し世の安寧を保全する」

第二条 其職務を大別して権利健康風俗国事の四件とす
第一 人民の権利を保護し営業に安んぜしむる事

🇬🇬🇧🇧🇯🇯🇵🇵 🇯🇯🇵🇵
第二 健康を看護して生命を保全せしむる事

🇫🇫🇷🇷
第三 放蕩隠逸を制して風俗を正しふする事

🇯🇯🇵🇵
第四 国事犯を隠密中に探索警防する事

🇯🇯🇵🇵 🇫🇫🇷🇷
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（第四）国事犯を隠密中に探索警防する事（日）、これは当時、反乱や何かが多くあったので、そ

のことに対する対策です。

この写真の方が、川路利良、初代の警視総監ですね。大変面白いのは、先ほども言いましたけ

れども西郷隆盛さんが東京の警察を作った時に、この方は東京府の典事（課長）として、従事し

ております。ですから先程言った西郷さんの思想などは、この時に充分吸い込んだのですね。

それからもう一つ面白いのは、明治 5 年の 4 月１日頃なんですが、パリ、サンジェルマンで

鹿児島県人会16名が集まって、その中にもちろん大久保も入ってます。大宴会をやったそうです。

大久保さんは当時の政治制度のために行っておりましたから、内務省のことだとか、あるいは川

路さんはもちろん警察のことで勉強に行ったので、当然そのことでの話し合いをして、将来の日

本をこうしようと夢の話をしたんではないかと思います。記録はあまりないのですが。

５　「警察主眼」と予防

「警察主眼」＊川路利良の訓示等を編綴したもの。

警察要旨
行政警察は予防を以て本質とす
則ち人民をして過ちなからしめ、
罪に陥らざらしめ、
損害を受けざらしめ

以て公同の福利を増益するを要するなり

海陸軍は外部を護する甲兵なり、
警察は内部を補う薬餌なり、
敵国外患は凶暴威迫の徒なり。此等兇徒の為に威迫せられんに強壮健全なる
筋力を以て挺刀を自在に使用し一身を守護せざるべからず。

東京警視庁大警視 川路利良

文久2（1862）年8月21日、勅使護衛の任を終えた薩
摩藩行列一行の「生麦事件」及びこの賠償をめぐる
「薩英戦争」「蛤御門の変」「鳥羽伏見の戦い」「東
北戦争」などに従事、西郷に見出され「東京ポリス」
設置に参画

明治5年〜6年ヨーロッパ警察制度視察
5年4月1日頃 パリ、サンジェルマンで鹿児島県人会

大久保内務卿と共に、東京警視庁の設置など
近代警察制度確立に貢献

＊その言動を記録した「警察主眼」は、警察教科書で
もあり、西郷の「横目付大體」の精神を踏襲したとさ
れる

８
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それで、川路大警視の「警察主眼」というのは、川路が色々述べた事を後に部下が全部集めた

ものなのですね、実は、その中で「警察要旨」というのがあります。

「警察は予防を以って本質とする」と、予防なのです警察の本質は。先ほども言いましたけれ

ども犯罪者を捕まえて“なんぼ”ではないんだ、という事をここで言っているわけですね。そし

て、 “人民をして過ちをさせてはいけないよ”、罪に陥れちゃいけないよ、それから損害を受けな

いようにしなさい。これが一番重要だということを言っているわけですね。

で今申しました、フランス規則の“健康を看護して”の条項によりまして警察が防疫対策もす

るようになったのですね。もちろん当時、各県には衛生課というのが有ったのですが、人が足り

ないので、みな警察官が実際にこれをやっていたのです。例えば、神奈川県では、明治 4 年から

28 年までに、コレラの流行によって警察官が予防活動中に 15 名が殉職しています。全国的に有

名なのが佐賀県の唐津に「増田神社」というのがあります。これは増田敬太郎巡査が、コレラの

予防で自分も感染してしまって、死ぬときに、「俺が死んだら、もうこの村にはコレラが来ないぞ」

と言って亡くなって事実、その後コレラの発生が無かったという事で、この神社が作られたとい

う事です。

６ 「行政警察規則」明治8年３月

「行政警察の趣意たる人民の凶害を予防し安寧を保全するにあり」

「東京警視庁職制章程」の目的条項に「行政警察の趣意たる」を加えている他は同じ

第一条 行政警察の趣意たる人民の凶害を予防し世の安寧を保全する
第二条 其職務を大別して権利健康風俗国事の四件とす

第一 人民の権利を保護し営業に安んぜしむる事
🇬🇬🇧🇧🇯🇯🇵🇵 🇯🇯🇵🇵

第二 健康を看護して生命を保全せしむる事
🇫🇫🇷🇷

第三 放蕩隠逸を制して風俗を正しふする事
🇯🇯🇵🇵

第四 国事犯を隠密中に探索警防する事
🇯🇯🇵🇵 🇫🇫🇷🇷

＊ 大久保利通 「立憲政体論」「我が国の土地風俗人情時勢に随て」
外国法制を承継しつつ、我が国独自の法制を樹立した。

【話題提供】

コロナ災禍に関連して、感染症対策は当時、警察の仕事であった

第２条第２「其健康を看護して生命を保全せしむる事」

明治のコレラ等の流行、神奈川県では、明治10年から同28年に流行が繰り返
され、警察官で予防活動中に感染死亡者は15名に達している。

佐賀県唐津市肥前町には、明治28年村人へのコレラ防疫で感染殉職した
増田敬太郎巡査を祀る「増田神社」が設置され、その後、一件も再発しな
かったことから、現在も祭りが行われている。



—　51　—

６　大正から戦後へ

そして、このあと大正、昭和になります。この思想は、かなり続くのですが、例えば住民が「安

堵する所」となるよう駐在所が作られたとか、あるいは、これは昭和に近いですが、当時もあっ

たのでしょうけど怖い取締の警察から、親しい保護の警察を経て、協力ないし善導の警察へと変

わればということが目標とされたそうです。

戦後になりましては、まぁ敗戦ですから警察も責任を取らされた口でして、アメリカ式の警察

は犯罪者を取締るだけで良いという方式になったようです。そして、現在はどうなったのかとい

うことになります。

７　「警察主眼」の今日的意義

警察庁の警察白書の中に、治安再生に向けた 7 つの重点というのが決められております。

【大正・昭和期の警察運営】
○ 清浦奎吾
「広く耳目を張り、正を扶け邪を抑え。危を救い急に趨り、保護の道に於いて闕
ける所なく」とする事で住民が「安堵する所」となるよう駐在所を全国設置

○ 松井茂
警察と国民の自治による国民警察
怖い取締の警察から親しい保護の警察を経て、協力ないし善導の警察へ

「国民は喜んで巡査の職務を援助する気風を起こし、なるべく巡査の厄介になら
ぬ、その為には警察は我々の物であるとの意識が必要である。」

＊ R・ピールの原則２ 警察がその義務を履行する能力は、警察の存在、行為、行動に対
する国民の承認と、国民の敬意を確保し、維持する警察の能力に依存している。

【戦後の警察改革】
１ GHQによる警察制度改革

内務省警察の解体と分権化（1,600余の市町村自治体警察以外の地域国家地方警察）
アメリカ式「警察は犯罪者を取り締まれば良い」と、権限は縮小

２ 警察法改正、都道府県警察体制へ
内務省警保寮体制とほぼ同じ 、交番制度の再評価

【現在の警察活動の基本】
治安再生に向けた７つの重点（警察白書）

① 安全・安心なまちづくり
②重要犯罪 ③組織・外国人犯罪 ④テロ・諜報 ⑤サイバー安全 ⑥交通安全
⑦治安基盤の強化

○子供の被害等防止、防犯ボランテｲア活動の活性化
繁華街等における安全安心の確保、外国人との共生

○人心安全関連事案への対処
ストーカー、配偶者暴力、男女間トラブル、児童・高齢者・障害者虐待、特異行方

不明、その他の事案
＊ 医療・防犯ボランテｲア・関係官庁等関係者の連携、住民相談の充実がポイント

【川路利良（R・ピール・西郷隆盛）の思想の今日的意義】
警察主眼「警察要旨」
〜行政警察は予防を以て本質とす、則ち人民をして過ちなからしめ、

罪に陥らざらしめ、損害を受けざらしめ以て公同の福利を増益する
を要するなり

〜若若しし役役人人のの取取扱扱宜宜ししかかららずずししててはは万万人人をを苦苦ししめめ候候（（西西郷郷隆隆盛盛））
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第一は、安全・安心なまちづくり。2 つ目、重要犯罪、組織犯罪、テロ、サイバーなど続いて

おりますが、トップが安全・安心なまちづくりですね。で中身は子どもの被害等防止、防犯ボラ

ンティア活動の活性化。特に最近は、安心安全対策ということで、ストーカー、配偶者暴力、男

女間トラブルといった今日の話題ですね、まさにこの部分が一番注目になってくる。そして、医

療・防犯ボランティア・関係官庁等の連携とか、住民相談がポイントだよということが強く言わ

れています。で私が思うんですが、ここにこそ、西郷隆盛が言いました、「若し役人の取扱宜し

くなかったら万人を苦しめるよ」と、いうことをもう一度、噛み締めるべきと私は思っておりま

す。

＊　　　　　　＊　　　　　　＊

川路利良初代警視総監の「警察主眼」のことば、これも今日的に充分生きると思いますが、「予

防を以って本質とす、人民をして過ちをさせない。罪をさせない。損害を受けさせない。」とい

うこと、これがまさに今日的意義だろうと思います。

以上大変口下手で、早く言いましたけれども終わりたいと思います。

石附：鈴木先生、ありがとうございました。

鈴木先生からは、約 150 年前に日本の警察を創設した関係者の「安全・安心」への思いと警

察の使命ということについて教えていただいたわけですが、現在にも通ずるもの、これからも守っ

ていかねばならないことが確認できたと思います。

警察に入って「検挙に勝る防犯なし」と教わってきたわけですけれど、本当は「予防に勝る予

防無し」なんですね。予防に失敗したときに検挙しなさいというのが川路さんの本当の教えだっ

た訳です。

鈴木先生。本当にありがとうございました。
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資料	 「庶民の安堵から行政（予防）警察へ」

警察政策学会　警察史部会　鈴木　康夫

明治の「治安維持思想と警察規則」について、王政復古から内務省設置までの治安維持に関

する考え方と警察基本規則の目的条項の概観である。

１　王政復古後の京都市中取締布告

　　「今日より全て解兵、各安堵いたし産業を営むべく候」慶応３年 12 月 13 日

２　東京府「市中取締規則」

　　「市中取締兵隊被差し置き候儀は第一市民安堵営業致候様との御趣意」明治 2 年 5 月日欠

３　第一の警察基本規則「三府並開港場取締心得」明治３年 12 月 24 日

　　目的「地方警備の儀は庶民安堵営業致し候様との御趣意に候・」（大久保利通の策定）

　　○�イギリス警察規則の導入（英仏駐屯軍撤退交渉の担保）「居留地取締規則」明治４年

２月

　　目的「取締の趣意は市民を保護し家業を安全に営ましめ風俗を正しくする為」

４　第二の警察基本規則「取締組大体法則」明治 4 年 11 月日欠

　　目的「取締組は庶民をして安全自由を得せしめんために設くる所・」（西郷隆盛の策定）

　　○西郷隆盛の思想「横目付大体」

　　　「�横目付けは、犯罪者を捕らえる、取り調べが上手いなどは、枝葉末節であり、まず、

自分の所管内から犯罪者を出さない事、被害者を出さないことが肝要。」

　　○ R・ピール卿（ロンドン警視庁創設者）の思想「法執行の９原則」

　　　「警察は、犯罪及び無秩序の予防を使命としている。」

　　○フランス規則の導入「警保寮職制章程」明治 5 年 10 月 19 日

　　目的「�国中を安静ならしめ人民の健康を保護するためにして其安静健康を妨げる者を予

防するにあり」

５　行政警察規則の原型「東京警視庁職制章程」明治 7 年 1 月 15 日

　　目的「人民の凶害を予防し世の安寧を保全するにあり之を行政警察の官となす」

　　 ○川路利良の思想「警察主眼」

　　　「�行政警察は予防を以って本質とす。則ち人民をして過ちなからしめ罪に陥らざらし

め損害を受けざらしめ以って公同の福利を増益するを要するなり。」

６　第三の警察基本規則「検事職制章程司法警察規則」明治７年１月 28 日

　　目的「�第４条　司法警察は行政警察予防の力及ばずして法律に背くものあるときはその

犯人を探索してこれを逮捕するものとす。」と司法・行政の区分が明確にされた。

７　第四の警察基本規則「行政警察規則」明治 8 年 3 月 7 日

　　目的「行政警察の趣意たる人民の凶害を予防し世の安寧を保全するにあり」
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いつ、どこで起こるかわからない事件事故。このトラブル要因を小さいところで押さえていく

予防とその対処法として、江戸人の知恵 江戸しぐさのご紹介をさせて頂きます。

10 の項目に分けてお話しさせて頂きます。

１．江戸しぐさとは、江戸商人のリーダーが作った上に立つ者、リーダーの心構えです。

　　・�親は子の、先生は生徒の、上司は部下のリーダー。大人たちみんなの心構えとして現代に

応用できるのです。

　　・�儒学、陽明学、四書五経、仏教を研究した江戸の豪商。深い洞察力、広い観察眼で作られ

ました。

　　・�平和と商売繁盛を願った実践哲学（生き方）です。

２．知識ではなくて感性です

　　・�たった一度の人生。１日１日を大切に気持ちよく暮らすにはどうしたらいいか？

　　　赤ちゃんが生まれてから死ぬまで　徹底的な人間研究をして作られました

　　・�その為には、みんながいい心を持つことだ。こころのあり方がすべてを決めるから心が見

えるようなことをしよう。自分の人生が上手くいくにも、人とけんかしないで仲良く暮ら

すにも、いろんな状況を乗り越えるにも、すべては心が決めると言ったのです。

心は見える。目つき、表情、言葉づかい、態度となって表われる。

美しい心は美しい目つき、表情、言葉づかい、態度に表われ、

みにくい心はみにくい目つき、表情、言葉づかい、態度となって表われる

　　・�どういうことを美しいというのか、どういうことをみにくいというのかわかる為には、目、

耳、鼻、口、皮膚、この五感をいっぱい使って自然の中で手足いっぱい動かして感性を磨

【プロフィール】　宮㟢　牧子（みやざき　まきこ）
1948 年生まれ。長崎県立女子短期大学英文科卒業
2 人の子どもが通う小学校で PTA 会長を務めたのをきっかけに、ボランティア人生が始まる
その後、県、市、警察の各種審議会、協議会の委員や青少年健全育成活動のリーダーとして‘子ども・安全・家庭’
をテーマに女性の生き方をサポートし、20 年間社会教育活動に携わる
2011 年県民表彰を受賞する
60 才から江戸しぐさ普及の為、県下講演している
著書に「江戸しぐさの心を長崎に　未来の長崎のリーダーたちへ」がある

8	 外国や歴史からの気付き 3
	 安全安心の処方箋江戸しぐさ

江戸しぐさ伝承普及員

宮﨑　牧子　先生
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くことだ。感性を磨く材料は家庭の中にもたくさんあると。

　　・�靴を並べる

　　　朝ご飯をちゃんと食べる

　　　近所の人にあいさつする

　　　家はきれいに掃除する

　　　ごみは分別して出す  etc.  こうした知識ではなくて感性。

　　・�パソコンばっかり勉強ばっかりしていても感性は磨かれない。今、自然の中で遊ぶ機会が

少なくなっている子ども達。感性アップのお手伝いをする機会も少なくなっているようで

す。

五感を磨いて出てくる第六感。ピン言ったらカンとくる。勘がきく というカン。このカンが

見通す力、想像力、洞察力につながるのです。

今、感性をつける経験が少い。その為にこの力がないから事件事故もいっぱいです。

いじめも虐待も DV もこの力の欠如です。

　　・�この力をつける為には、当たり前のいい事を当たり前にくり返し､ くり返し､ やっていく

しかないのです。

　　・�江戸では､ この第六感 勘が冴えた直感の鋭い人を六（ロク）の利く人間といいました。

年をとるほどにこのロクは利くようになり、ロクの利く年寄りとして若者に尊敬され、大

事にされ、又そうされようと切磋琢磨して歳を重ねた江戸の老人。

　　・�良き老人の資格は

若者をどれだけ育てたか

若者をどれだけ笑わせたか

若者にどれだけ知恵を伝授したか　だそうです。

今の若者は、と言う前に自分を振り返りたいですね。

３．しぐさは「思草」と書きます

「思」は考え方「草」はアクション

人を敬う美しい心、思いやり、優しさがさっと出る瞬間芸です。

　　・�お腹の大きな女性が、フーフー言って荷物を持って歩いている。

　　　「あっ、持ちましょうか？」と言って、さっと持ってくれる男性 素敵ですね。
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　　・�ゴミが落ちている。‘ああ　ごみ’と思って拾うんじゃなくて

　　　「あっ　ゴミ」と思った時には、もう身体が瞬間的に動いて拾っている。

　　・�電車でお年寄りが乗ってこられた。「あっ　どうぞ」と言ってサッと譲る。

　　　「どうもありがとう」と言ってすわる。

　こうした当たり前のことをサッと当たり前に行動に移していく。この日常の生活感覚はその人

の力となって蓄えられていくそうです。江戸しぐさには陽明学が色濃く入っていますが、　まさ

に‘知行合一’や‘事上磨錬’ですね。

　感性、いわゆるセンスを磨いていくと、スグに身体が美しい方に反応するそうです。感性を磨

いて自分の心が美しくなると、人の心も分かりますから、みにくい心のいじめなんかしたくなく

なりますね。

　江戸しぐさの感性は人間力、生きる力なのです。

４．江戸しぐさはマナーですか？いいえ、「くせ」です。

　　・�マナーでもあるけどマナーではない

　　　人が見ていようがいまいが、しなくては気がすまない江戸っ子のくせです。

　　・�大人がモデルとなって、日常のくらしの中で思いやりの美しい心を形にして、その形に子

どもでもわかるように名前をつけて真似させたそうです。真似るが「学ぶ」になったので

す。

　　・�たくさんあるしぐさの中で代表的なものを紹介します。

　　　傘かしげ…�雨の日、すれちがう時、傘のしずくが相手の肩にかからないように、一寸傾け

るのです。お互いにです。東京メトロの構内でこの絵図が公共広告機構の思い

やりのあらわれとして紹介されてから、江戸しぐさが一気に全国に知られるこ

とになりました。しかし、江戸しぐさイコール傘かしげではないのです。まず

は心を磨くことが第１。美しい心があれば、誰に言われずとも傘を横にかしげ

ますよね。こういうしぐさは稚子しぐさと言って、６才迄にはきちんと親がし

てみせて教えたのです。今、大人でも思いやりを形に表わす傘かしげなんてし

なくなっているのでしょうね。

　　　うかつあやまり…�足を踏みました。‘ごめんなさい’言います。踏まれた方も‘イタッ　

ごめんなさい’と言うのです。何で踏まれたのにごめんなさいと言うの

でしょう？サッと足を引けなかった私がうかつでした、と。うかつあや
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まりと言う江戸しぐさです。

　　　こぶし腰浮かせ…�満員電車。おひとり乗ってこられました。みんながサッとこぶし分腰を

浮　かせるのです。そうしたらひとり分位あきますね。

　　　肩引き………�狭い所、肩がぶつかりそう。サッとお互いに肩を引くのです。今は肩がぶつ

かったくらいでけんかになる。先を見越して思いやりの行動をすると、けん

かにもなりにくいですね。

　　　けんかしぐさ…�こぶしを作って、ハア～と今にも手を挙げそう。しかし我慢するのです。

衝動をこらえるのです。

　　　夜明けの行
あん

灯
どん

…�夜明けに行灯はあってもなくてもいい存在。夫婦喧嘩をしても時間が経て

　ば、どうでもいいように思えてくるから、冷静になるまで急がずに行動

を控える知恵を教えるのです。ＥＱでは「衝動のコントロール力」と言い

ますが、ＥＱには江戸しぐさがいっぱいあります。事件事故を未然に防ぐ

方法です。

　　・�大人たちがくり返し、くり返し、こうしていいしぐさをして見せたそうです。

あのおじさんかっこいい

あのおばさんかっこいい　と真似たそうです。

　　・�お母さんが「傘かしげ」をするのを何度も見ている。自分もしてみる。ア～ソーカ～。お

母さんは思いやりであんなことしてるんだなあ。ナルホド～。とスト～ンとふに落ちるの

です。

　　　これが大切。心に落ちる。くり返ししている内に積み重ねて魂に落ちてくるようになる。

　　　そうして心は磨かれるのです。

　　・�亡くなられた日本画家の平山郁夫さんが、ずっと前に何かの本で言われていたのを思い出

します。

「私は美しい男になりたい。かっこいい大人になりたい。美しいかっこいい大人が

増えると青少年問題も解決するであろう」と。

美しい心を姿形にあらわせる大人、平山郁夫さんは、江戸しぐさのことを言われて

いたんだなあと思うのです。

５．基本心得は「草主人従」と「尊異論」

「草主人従」

○草が主人で人は従うものだ。○草は自然のこと。私達は自然という大きなものに生かされて生き

ているんだという考え方。自分ひとりで生きているような自己中の多い世の中。生かされている

ことに感謝すること。自分の命も人の命も大切にし、お互い敬うことを教えました。

「草主人従」というたったひとつの言葉から体験の多い人はたくさんの解釈に広げられると思
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います。

「尊異論」

自分と異なった人の意見も大事にしよう。

他人の意見を認めることができる人はやさしい人。

自分も間違っているかもしれないと謙虚になりましょう。ということでもあります。

この基本心得は、今のジェンダーにも世界平和にも SDGs にも通じるものと思えます。

６．江戸しぐさの目的は立派な人間をつくること

　私はこれまでの２０年間の社会教育活動の経験から、長崎県安全運転管理者講習会の講師とし

て、長崎県下に５０回、１万人以上の方に江戸しぐさを使って交通事故防止のお話しをしてきま

した。

　運転行動は、日常の人間行動の延長ですから、家庭内のあらゆる安全予防と交通安全は同じだ

と思っています。

　交通だけではない私達の身の周りに起こるあらゆる事件事故を起こさない為の安全センスは、

日常の心磨きをしていけば防げるのではないかと思っているのです。

　安全安心の力をつける為には、子どもが小さい時からの人間作りだとして、子育てを大人の第

一の仕事と考えていた江戸の人達。

　いい子をいい大人にすればいい社会になるからです。お江戸のためにです。今、日本の為にと

思って子育てをする大人達がどの位いるでしょうか？

　　・�人の生き方を　下品～中品～上品に分けました

下
げ

 品
ぼん

…�赤ちゃんはオッパイがほしい、オムツがぬれたとギャーギャー泣きます。自

己中です。自己中の人間は赤ちゃんだけなんだ　下品の人間と言いました。

今は自己中な下品の人間だらけ。自分の思うようにならなかったら人を刺し

たりしますね。

中
ちゅう

品
ぼん

…�１５才迄が中品の人間。きちんと自立できるようにと大人は１５才迄しっ

かり子育てしました。江戸は共生の社会。自立した者同志が助け合って生
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きる社会でした。

上
じょう

品
ぼん

…�１５才迄しっかり育てたら、そこからは上品の人間になるようにと見守っ

たそうです。‘あの人 上
じょう

品
ひん

ね～　品
ひん

があるね～’と言いますが、心の良さ

があらわれてイキイキしている大人。みんなが上品の人になれるようにと

心磨きをしたのです。

　　・�江戸しぐさの代表的な言葉は‘お心
しん

肥
こ

やし’

心を磨いて、心を豊かにすれば自分がハッピーです。自分がハッピーだと人にハッ

ピーを与えることもできます。いい本を読む。いい話を聴く。なるほど　なるほど

これだけなら誰にもできる。実践しないとダメだ。そうすると心が肥えて豊かにな

る。身体を肥やしてばかりじゃ輝やけませんよ。影響力のある人にもなれませんよ

と教えてくれます。

７．五段階子育て養育法

年令で５段階に分けて自分も育てられるから、教育ではなくて養育

３つ心、６つ躾、９つ言葉、１２文、１５理で末決まる

　　・�３つ心…�江戸の人々は人間は「脳とからだと心」からなっていて、互いに糸で結ばれてい

て、その糸をこころとしたのです。言葉も行動もあやつり人形のように、こころ

の糸によってコントロールされており、こころがなければ木偶と同じだと言いま

した。こころの糸が多いほど優秀な脳と体になる。おんぶして抱っこして言葉か

けして、糸をたくさん増やしてあげるのです。熱い、冷たい、痛い、重いなどの

身体感受性から、土や風や草の自然感覚までたくさん体験させたそうです。３つ

子の魂１００までと３才迄の心育てが将来をきめるといいました。

赤ちゃんに熱いものを口に入れてやる時フーフーしてあげますね。スプーンの端

が唇にあたってアチッと言います。“熱いがわかった”

ドアで指をパチッとはさみます。イタッと言います。“痛いがわかった”

「熱い、痛い」がわかったから次は用心するはず。危機管理能力がついた、危な

いがわかったと赤飯をたいて喜んだそうです。「いきの祝い」をしたのです。

日常が危機管理を意識している。予防安全は赤ちゃんの時から、と考えたのです。

　　・６つ躾…�寺子屋に行く 6 才迄には、親が笑われないようにと傘かしげなどの簡単なしつけ

を身につけさせました。

　　・９つ言葉…「おじちゃん　こんにちは。お具合いいかがですか？」

「おばちゃん　こんにちは。いいお天気ですね」と、こんにちはの後に続く言

葉が言えたのです。今だったら「この子ませてる～」と言ってしまうほどだが、

きちんと大人に寄っていってコミュニケーションとるのです。������� 

「世辞が言える」と言います。お世辞ではないのです。

　　・�１２文…�商人の子どもですから、お父さんにいつ、何があるかわかりません。請求書、領
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収書、苦情処理状まで書くことを教えたといいます。これも先を見越した危機管

理ですね。

　　・�１５理
ことわり

で末決まる…�武士の元服も 15 才。���������������������� 

15 才迄には物の道理、善悪の判断、たくさんの具体例をみつけて教

えたと言います。

８．江戸しぐさは江戸のＥＱ

ＥＱは心の知能指数と呼ばれますが情動指数です。ＩＱがいくら高くても、思いやり、やさし

さのＥＱが低かったら人間関係も上手くいきません。江戸しぐさを実行することでＥＱが高まり、

自分と人と様々な状況の中で上手く対応する能力、いわゆる人間力がつくと考えられました。

９．江戸しぐさの伝承者　越川禮子氏

私の師匠である越川先生は川崎市に住む 95 才の美しい女性です。

よく‘いきで素敵な江戸しぐさ’という言葉を使われます。この‘いき’は京都の漢字の‘粋’

ではなく、いきいきしているの‘いき’

武士には負けないぞ～という心‘意
い

気
き

’

そして息をするの‘いき’

息という漢字は自分の心という組み立てです。

自分の心をゆっくり見つめていくと、心が落ちつき深いゆっくりした呼吸になります。

私はヨガをしているので呼吸と心の関係がよくわかりますが、コロナ禍でイライラして自律神

経の乱れた人が多くなっているとテレビでお医者様が言っておられました。外の動きにばかり心

を動かさないで、ゆっくりと自分をみつめる時間をとっていくことがとても大事ですね。

深い呼吸は心の安定につながるといいますが、こんなことからも江戸はすすんでいたな　と思

います。

１０．「見えない（見えにくい）災禍」への予防安全アプローチ

明治の初め、日本に来た外交官が「この地球上に民族を１つ残せと言われたら、自分は迷わず

日本人を残すであろう」と言ったそうです。

みんな笑顔であいさつする

子どもを可愛がる

町が安全で清潔

みんな仲良く助け合う　　　　　　　　など　ベタほめしたといいます

その位、江戸時代の人はすごかった。

どんなにハードな対策をとっても、そこに勘を働かせる安全センスを身につけないと危機は乗

り越えられない。
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震災とかコロナとか何か大きな危機が起きてから振り返るのでなく、人間として大切なことを

きちんと教え合う、国や地域社会に早くもどさなければいけないと思うのです。

小池知事が‘ステイホーム、おうちに帰りましょう’と言われましたが、このおうちは家とい

う意味だけでなく自分の内、内なる心をみつめましょう　という意味でもあると思います。自粛

はこれまでの生き方、考え方、これからどう生きるか、自分にブレーキをかけながらのこのコロ

ナ禍の日常は、今を振り返るいい機会です。

国も地域社会も家庭の集合体。家庭のあり方が、ひとり 1 人の人間のあり方を決めるはずです。

事件事故を起こさない人作り、予防安全の知恵がちりばめられている江戸しぐさのご紹介をさ

せて頂きました。

今回のテーマである家庭起因の事件事故の予防は、見えない心の内を見える化できる自分にな

ることではないか、と私は思います。

危機管理はもちろん、日本が抱えている様々な問題、子育て、地域創生、老後のあり方、商売

繁盛などが解決された形で入っている　又これらがすべて網羅されている江戸しぐさに興味を

持って頂けたら嬉しいです。

お聴き頂きありがとうございました。

石附：宮﨑先生ありがとうございました。江戸しぐさの中には、事件事故の予防について、様々

な先人の知恵（賢慮）が凝縮されているのがわかりました。

子育てやよき老人の資格など、大変、興味深くお聞きしました。
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資料	 安全安心の処方箋江戸しぐさ
〜取り戻そう！身につけよう！江戸しぐさ〜

江戸しぐさ伝承普及員　宮﨑牧子

１．お目見えしぐさ・・・�東日本大震災もコロナ禍も命の大事さ、有難さに気づかせてくれます。 
同時に思いやりやさしさの心、想像力の欠如に心痛みます。�  
今こそ平和と繁栄のコツ、江戸しぐさが心ある人々に受け継がれてい
くことを望みます。

２．江戸しぐさとは
（１）�江戸商人のリーダーが作った 上に立つ者 リーダーの心構えで、平和と商売繁盛を願って行っ

た実践哲学
（２）�知識ではなくて感性・・・江戸しぐさの感性は生きる力
（３）�江戸しぐさのしぐさは「思草」・・・常に相手を考え尊重する心。目つき、表情、言葉づかい、

態度
（４）�文献としては残ってない・・・口伝、江戸っ子のくせ、江戸楽
（５）�芝三光氏（1928 ～ 1999 年）「江戸の良さを見直す会」主宰　日本でただ一人の発掘、再現、

伝承者。1974 年（昭 49 年）「繁盛しぐさ」「商人しぐさ」と呼ばれていたものを「江戸しぐさ」
と命名し、越川禮子氏に伝承した

（６）�越川禮子氏・・・芝三光氏より書くことを許可され「江戸の繁盛しぐさ」を出版

３．江戸しぐさの誕生の背景～江戸の歴史は十当り
・２６０年もの間戦争のない平和な江戸時代から生まれた平和しぐさ
・江戸の将来に、首都の条件を見通した徳川家康
　「水清く 入り江のありて まなゆたか 四方見渡せる 商いの町」
・首都建設のライフラインを担当した大阪商業集団
・江戸は人口１００万人の大都市へ

４．基本心得　　草主人従、尊異論

５．江戸の「講」
　相互扶助システムの会合。町を良くするための話し合いをしながら人との付き合い方、良いこ
と悪いことをみんなで教え合った。子どもも参加させ子どもを良い大人にするための場でもあり、
感性が育つように手取り足取り口伝えで江戸しぐさを教えた

６．江戸しぐさの目的・・・立派な人間を作ること
　　　　　　　　　　　　　下品～中品～上品
・約束を守る
・人のしぐさを見て決めよ
・結界わきまえ
・見てわかることは言わない

７．江戸の子育て
大商人が後継者を育てる養育システム

「三つ心、六つ躾、九つ言葉、十二文、十五理で末決まる」

８．よき老人の資格（老入り）
・若者をどれだけ笑わせたか
・若者をどれだけ育てたか
・若者にどれだけ知恵を伝承したか

９．あとひきしぐさ
　平成 24 年 NPO 法人江戸しぐさ（東京）名誉会長 越川 禮子 氏より全国で 10 名が江戸しぐさ
伝承普及員として認定されました。私もその 1 人で、越川先生より受け継いだ基本を大切に、私
の体験から、実感を加えてお伝えしています。



円円卓卓会会議議をを終終ええてて  

覚覚書書１１    

予予防防安安全全のの構構造造：：家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故のの『『予予防防』』をを考考ええるる」」  

覚覚書書２２    

家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故関関連連ののデデーータタ  

（（ネネッットト情情報報をを中中心心にに収収集集、、ああくくままででもも、、ごご参参考考ままでで））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

    
 
 
 
 
 
 
 
 

警察政策学会 

市民生活と地域の安全創造研究部会 

             部会長  石  附   弘 

 

【【一一口口メメモモ】】            昔昔人人のの「「予予防防安安全全」」のの夢夢  
                                              鈴鈴木木先先生生のの資資料料かからら抜抜粋粋  
  
西西郷郷隆隆盛盛 目付け役のやるべきことは、咎人の出ぬよう深く心を尽くして、住

民から犯罪者が出ないようにするのが一番の仕事。さらに、まず、鰥（やも

め）孤独の者を憐み、あるいは患難憂苦の者を恵み、善行なる者を見つける、

といったことが一番大切 
川川路路大大警警視視  行政警察は予防を以て本質とす。即ち人民をして過ち無からし

め、罪に陥らざしめ、損害を受けざらしめ、以て公同の福利を増益するを要す

るなり「警察主眼」 
「「行行政政警警察察規規則則」」「警察がやることは人民の凶害を予防し、世の安寧を保全す

るに在り」、人々が害を受けないようにすること 
 
ロロンンドドンン警警視視庁庁  ピピーールル卿卿  
「警察は犯罪より無秩序の予防を使命として存在しているから警察の能力

は、犯罪や無秩序の不在により証明される 
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予予防防安安全全のの構構造造：：家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故のの『『予予防防』』をを考考ええるる  

 
第第１１  家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故にによよりり「「失失わわれれたた命命」」  

  

  １１  「「失失わわれれたた命命のの数数」」（（リリススククにに晒晒さされれてていいるる命命））のの全全体体像像  

      近近年年、、家家庭庭起起因因のの痛痛ままししいい事事件件事事故故がが急急増増ししてていいるる。。家家やや家家庭庭でで一一体体何何がが起起ききてて  

いいるるののかか？？何何故故、、予予事事件件事事故故をを防防ででききななかかっったたののかか？？私私たたちちはは、、家家やや家家庭庭ををめめぐぐ

るる事事件件事事故故発発生生のの全全体体像像をを直直視視しし、、１１人人ででもも多多くくのの命命がが失失わわれれなないいよようう家家やや家家庭庭

ををめめぐぐるる総総合合的的なな「「予予防防安安全全対対策策」」のの検検討討がが必必要要ととななっってていいるるののででははななかかろろううかか？？  

 
下下記記のの黒黒破破線線のの死死亡亡者者のの多多くくはは、、家家やや家家庭庭のの中中、、ああるるいいははそそのの周周辺辺でで発発生生  

  ななおお、、１１～～８８ののデデーータタ関関係係はは、、覚覚書書２２資資料料編編にに掲掲載載ししたた。。  

不慮の事故          自 殺         犯犯罪罪  

            

              
  
 
 

 
 
 
 

 
 

 
                           
                           

 
                 
                          
                                

 
 
  

  

１１不不慮慮のの事事故故  

3399..118844 人人    

22001199（（RR１１））  

４４  自自殺殺  

1199..442255 人人  

RR２２ 

５５孤孤独独死死 

６６  殺殺人人  

994455 件件    

RR22  

傷傷害害  
（（省省略略））  

家家庭庭内内暴暴力力  （（DV） 

３３
溺溺
死死  

２２
窒窒
息息  

１１
転転
倒倒
・・
転転
落落 

３３高高齢齢者者  

約約 3300..000000人人 
２２子子どどもも  

年年間間 119911 人人 
HH2288、、全全殺殺人人事事件件 777700 件件

のの内内、、親親族族間間殺殺人人はは 442255

件件でで、、初初めめてて 5500％％をを超超ええ

たた  

３３
溺溺
死死  

２２
交交
通通
事事
故故  

１１
窒窒
息息  

虐虐待待  

７７スストトーーカカーー  

８８ココロロナナ  

関関連連死死ななどど 

覚覚書書１１ 
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第２ 予防安全の構造  ～～根根源源対対策策（（川上問題）と安全のプロセス管理 

 

１１  人人のの「「命命」」はは、、１１つつししかかなないい  

「「自自分分のの命命」」もも「「他他者者のの命命」」もも１１つつししかかなないいここととをを前前提提にに、、そそのの安安全全安安心心をを考考ええてていいくく

ここととがが「「予予防防安安全全」」のの研研究究のの目目的的ででああるる。。（（「「命命」」のの１１回回性性のの原原理理））  

        
  

２２  「「潜潜むむ見見ええなないい・・見見てていいなないい『『危危険険』』」」へへのの「「関関心心・・注注意意」」  

ここのの１１つつししかかなないい「「命命」」はは、、ししばばししばば天天災災・・人人災災でで、、ああるるいいはは自自損損行行為為・・過過失失等等にによよっっ

てて、、ああるるいいはは物物理理的的・・心心理理的的なな生生活活安安全全空空間間のの閉閉塞塞にによよりり、、「「危危険険」」（（リリススクク））にに晒晒さされれるる

（（暴暴露露性性））。。如如何何にに早早くく予予防防すするるかか。。ここれれはは、、自自助助のの原原点点、、共共助助のの始始ままりりででももああるる。。  

  

即即ちち、、「「大大事事はは小小事事」」、、「「風風邪邪はは万万病病のの元元」」のの「「小小事事」」「「風風邪邪」」にに関関心心ををももちち注注意意をを払払っってて

予予防防ししよよううとといいうう考考ええ方方ででああるる。。例例ええばば、、高高齢齢者者のの転転倒倒骨骨折折のの場場合合、、居居室室のの１１セセンンチチのの段段

差差ががリリススククににななるる。。「「危危険険」」のの遍遍在在性性、、切切迫迫性性、、重重大大性性ななどど状状況況判判断断とと最最適適なな危危険険回回避避行行動動

ををととららなないいとと、、自自らら「「命命」」をを失失ううここととににななるる。。家家とといいうう「「場場」」、、家家庭庭とといいうう「「物物理理的的・・心心理理

的的生生活活空空間間」」にに潜潜むむ「「見見ええなないい・・見見てていいなないい危危険険」」へへのの関関心心とと注注意意、、自自助助安安全全活活力力のの涵涵養養

がが自自分分やや家家族族のの命命をを救救うう。。  

  

３３  人人はは、、何何故故、、突突然然にに事事件件事事故故にに巻巻きき込込ままれれるるののかか？？  

そそももそそもも、、人人はは、、何何故故、、突突然然にに事事件件事事故故にに遭遭ううののだだろろううかか？？  そそれれはは、、人人がが３３つつのの安安全全

能能力力限限界界をを克克服服ででききなないいかかららででああるる。。  
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３３つつのの安安全全能能力力限限界界ととはは次次のの①①②②③③でであありり、、予予防防安安全全ののたためめののヒヒンントト例例をを、、      でで示示しし

たた。。今今回回のの円円卓卓会会議議のの中中ででもも、、ここれれままでで気気付付かかななかかっったたリリススククややそそのの処処方方箋箋がが多多くく示示さされれ

てておおりり、、予予防防安安全全にに資資すするる着着眼眼点点をを学学ばばささせせてていいたただだいいたた。。  

  

①①   認認知知限限界界  人人はは、、常常にに変変化化すするる命命にに関関わわるるリリススクク情情勢勢ををすすべべてて知知るる事事ががででききなないい。。  

    ウウササギギのの長長いい耳耳、、社社会会性性（（家家族族友友人人））、、事事件件事事故故発発生生デデーータタのの収収集集・・分分析析・・学学習習  

      ・・ササーーベベイイラランンスス（（時時系系列列のの動動態態変変化化分分析析））、、ススククーーリリニニンンググ、、専専門門家家のの目目  

②② 予予測測限限界界（（時時間間のの壁壁））  人人はは、、次次にに何何がが起起ここるるかかににつついいててすすべべてて予予知知予予測測ががででききなないい。。  

    想想像像力力がが重重要要、、時時代代情情勢勢観観（（安安全全セセンンスス））のの涵涵養養、、デデーータタかかららのの将将来来予予測測  

  ・・ササーーベベイイラランンスス、、専専門門家家のの知知恵恵、、対対策策をを取取ららななかかっったた時時のの結結果果予予測測、、早早期期相相談談  

③③ 安安全全行行動動能能力力限限界界  人人はは、、すすべべててのの危危機機にに対対ししてて常常にに適適切切なな危危険険回回避避行行動動（（制制御御））ががととれれ

なないい。。  

      安安全全行行動動学学習習、、実実践践訓訓練練がが重重要要、、不不安安全全行行動動のの回回避避、、（（筆筆者者はは、、特特にに、、生生活活心心理理空空

間間ののトトゲゲののああるる言言動動（（言言葉葉やや行行動動））にに対対ししててはは、、即即対対抗抗・・対対峙峙すするるののででははななくく、、上上手手くく

「「身身ををかかわわすす」」知知恵恵（（賢賢慮慮：：そそのの時時々々のの文文脈脈やや状状況況にに応応じじてて最最善善のの判判断断・・行行動動ががででききるる知知

恵恵（（アアリリスストトテテレレスス））））もも大大切切だだ（（注注））とと考考ええてていいるる。。  

・・安安全全教教育育、、円円卓卓会会議議ででののデデンンママーーククのの家家庭庭教教育育、、江江戸戸ししぐぐささににはは、、そそれれがが凝凝縮縮さされれてて

いいるる。。  

  

（（注注））ハハリリネネズズミミののジジレレンンママ（（近近づづくくここととででのの痛痛みみ、、近近づづかかななくくててはは判判ららなないい温温かかみみ））。。  

ここのの生生活活空空間間のの物物理理的的・・心心理理的的緊緊張張感感・・距距離離感感（（間間合合いい））ののココンントトロローールルはは微微妙妙でで難難

ししいいがが、、例例ええばば、、介介護護施施設設でで高高齢齢者者ののケケアアにに当当たたるる人人のの会会話話やや動動作作（（作作法法））をを観観察察すす

るるとと、、無無理理難難題題のの多多いい高高齢齢者者をを怒怒ららせせずず、、上上手手ににささばばいいてていいくくププロロのの技技にに驚驚かかさされれるる。。

（（ハハリリネネズズミミののジジレレンンママのの円円満満解解決決のの社社会会技技術術））    

  

  

【自自動動運運転転はは、、人人のの３３つつのの安安全全能能力力限限界界にに対対すするる新新技技術術活活用用にによよるるチチャャレレンンジジ】】  

ドドラライイババーーにによよるる認認知知やや予予測測、、判判断断、、制制御御にに関関すするる各各能能力力ををシシスステテムムがが代代替替すするるここととでで

実実現現すするる。。ここ のの たた めめ 、、車車両両搭搭載載ののセセンンササーー（（カカメメララやや LLiiDDAARR（（ラライイダダーー））、、ミミリリ波波レレーーダダ
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ーー））がが「「目目」」のの役役割割をを担担いい、、車車両両のの周周囲囲やや前前方方をを常常時時監監視視しし、、セセンンササーーがが取取得得ししたた画画像像デデ

ーータタななどどかからら他他のの車車両両やや歩歩行行者者、、道道路路上上のの白白線線、、標標識識ななどどをを認認識識しし（（危危険険のの予予知知予予測測））、、安安

全全にに走走行行すするるたためめ制制御御（（AAII（（人人工工知知能能））がが「「脳脳」」ととななっっててアアククセセルルややブブレレーーキキ、、ハハンンドドルル

ななどど操操作作すするる仕仕組組みみ。。  

  

４４  最最善善のの予予防防安安全全対対策策  

  予予防防安安全全ととはは、、上上記記１１氷氷山山モモデデルルおおよよびび３３①①②②③③でで示示ししたたととおおりり、、可可能能なな限限りり氷氷山山モモデデルル

最最下下層層にに潜潜在在すするるリリススククがが小小ささいいううちちににそそのの芽芽をを摘摘むむここととでであありり、、リリススククがが結結合合ししなないいよようう

注注意意ををははららわわななけけれればばななららなないい。。  

ままたた、、リリススククそそののももののがが発発生生ししなないいよよううにに、、家家のの環環境境改改善善やや家家庭庭内内のの安安全全のの質質のの向向上上にに、、

家家族族がが相相協協力力すするるここととがが望望ままししいい。。例例ええばば、、健健康康リリススククもも不不安安全全行行動動へへのの誘誘引引因因子子ととななるるのの

でで、、健健康康増増進進にによよるる「「免免疫疫力力」」のの強強化化はは、、生生活活予予防防安安全全のの重重要要なな柱柱ととももいいええるる。。  

関関東東大大震震災災のの頃頃のの話話ででああるるがが、、警警視視庁庁のの小小野野塚塚與與八八巡巡査査（（深深川川扇扇橋橋警警察察署署富富川川町町交交番番））はは、、

犯犯罪罪にに走走りりががちちななままちちのの労労働働者者へへのの毎毎日日のの（（愛愛のの））声声掛掛けけでで、、地地域域のの住住民民のの信信頼頼ををかかちち得得、、

犯犯罪罪をを抑抑止止ししたた事事例例ななどどはは、、川川路路のの「「人人民民ををししてて過過ちち無無かかららししめめ、、罪罪にに陥陥ららざざししめめ」」のの実実践践

例例ででああろろうう。。  

ななおお、、江江戸戸時時代代、、「「養養生生」」とといいうう言言葉葉ががああっったたがが、、ここれれはは、、「「体体のの養養生生」」とと「「心心のの養養生生」」のの

２２つつとと考考ええたたいい。。  

  

ままたた、、予予防防安安全全のの最最善善策策はは、、事事件件事事故故のの結結果果発発生生３３③③かからら一一番番遠遠くくににああるる①①のの「「認認知知」」段段

階階ででのの情情報報収収集集とと対対処処（（心心のの準準備備、、体体制制のの備備ええ））でで、、リリススククををリリススククととししてて正正ししくく認認識識すするる

（（可可視視化化））ここととがが重重要要ででああるる。。日日々々のの生生活活のの中中でで無無理理ななくくででききるるここととをを無無理理ななくく習習慣慣化化すするる

ここととででああるる。。  

防防災災安安全全モモデデルルにに「「釜釜石石のの奇奇跡跡」」ががああるるがが、、数数年年かかけけたた安安全全教教育育でで決決ししてて「「奇奇跡跡」」ででははなな

かかっったた。。子子どどもも達達はは、、津津波波かからら身身ををかかわわすす安安全全生生活活のの考考ええ方方をを「「作作法法（（習習慣慣化化））」」ととししてて身身にに

付付けけ、、ここれれががイイザザのの時時にに役役立立っったた（（片片田田敏敏孝孝先先生生））。。  

  

５５  気気付付ききのの死死角角：：関関心心・・注注意意ががななけけれればば、、見見ええなないいしし気気付付かかなないい  

  リリススククのの気気付付きき（（認認知知））はは、、予予防防安安全全のの事事始始めめででああるるがが、、注注意意すすべべききはは、、対対象象にに関関心心ががなな

けけれればば見見ええなないい。。毎毎朝朝のの子子どどもものの目目のの輝輝ききやや顔顔のの表表情情観観察察がが重重要要なな所所以以ででああるる。。生生活活のの中中のの

安安全全習習慣慣をを作作法法ととすするるここととがが望望ままししいい。。  

  他他方方、、神神経経過過敏敏なな干干渉渉（（蚊蚊をを見見てて剣剣をを抜抜くく））はは危危険険ででああるる。。無無関関心心（（無無知知・・無無作作為為））とと過過

干干渉渉はは、、共共にに子子どどもものの成成長長のの障障害害（（非非行行のの温温床床））ににななりり、、ここれれがが他他ののリリススククとと重重ななるるとと自自殺殺

やや親親子子間間のの殺殺人人にに発発展展すするる。。川川路路大大警警視視のの「「声声無無ききにに聴聴きき、、形形無無ききをを視視るる」」（（原原典典はは礼礼記記））のの

「「視視るる」」はは、、親親がが子子のの、、子子がが親親（（祖祖父父母母））のの日日々々のの生生活活ののあありり方方にに関関心心をを持持っってていいれればば、、昨昨

日日とと違違うう何何かか異異変変をを察察すするるここととががででききるるここととをを示示唆唆ししたたももののとといいええるる。。「「見見るる」」ののででははななくく

「「視視るる」」ののででああるる。。「「聞聞くく」」ののででははななくく「「聴聴くく」」ののだだ。。  
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６６  事事件件事事故故リリススククのの「「ププロロセセスス管管理理」」がが重重要要  

（（１１））一一般般的的にに、、事事件件事事故故のの発発生生にに至至るるププロロセセススでではは、、多多くくののリリススククフファァククタターーのの有有機機的的結結

合合ががああるる。。そそののププロロセセスス（（メメカカニニズズムム））のの解解明明ががなないいとと、、適適宜宜適適切切なな予予防防介介入入ががででききなな

いい。。予予防防安安全全がが難難ししいい理理由由はは、、①①リリススククフファァククタターーのの多多ささとと②②危危機機経経路路、、即即ちち、、ハハイイリリ

ススククググルルーーププがが判判っっててもも事事件件事事故故にに至至るるリリススククのの連連鎖鎖（（ププロロセセスス））がが不不祥祥でであありり、、適適切切

なな根根源源対対策策（（川川上上問問題題））がが難難ししいい。。  

（（２２））現現行行のの統統計計デデーータタはは、、予予防防安安全全対対策策にに使使ええなないいここととがが多多いい。。例例ええばば、、居居眠眠りり運運転転（（安安

全全運運転転義義務務違違反反））とといいうう違違反反がが、、何何故故、、起起ききたたののかか（（寝寝不不足足かか、、夫夫婦婦喧喧嘩嘩かか、、健健康康障障害害

（（睡睡眠眠時時無無呼呼吸吸症症候候群群ななどど））かかのの記記録録ががなないいかかららででああるる。。  

ななおお、、覚覚書書資資料料編編でで紹紹介介すするる自自殺殺のの事事例例分分析析でではは、、自自殺殺にに至至るる経経路路解解明明でで自自殺殺危危険険因因子子

6699 個個のの内内、、危危機機因因子子（（リリススククフファァククタターー））数数のの平平均均はは、、33..99 ででああっったたとといいうう。。予予防防安安全全

のの第第１１はは、、ここのの因因子子経経路路へへのの適適切切介介入入ににほほかかななららなないい。。（（PP7788 参参照照））  

予予防防安安全全のの第第２２はは、、ササーーベベイイラランンスス調調査査にによよりり、、ハハイイリリススククググルルーーププをを可可視視化化（（ここのの際際、、  

ママトトリリッッククスス分分析析がが有有効効ででああるる））ししてて、、そそここにに予予防防介介入入をを集集中中ささせせるる。。渡渡辺辺先先生生ののおお話話

さされれたた厚厚木木市市ののセセーーフフココミミュュニニテティィササーーベベイイラランンスス委委員員会会ののデデーータタはは、、過過去去 1100 年年のの警警

察察、、消消防防、、病病院院のの死死亡亡デデーータタをを分分析析ししてておおりり、、全全国国ででもも珍珍ししいい先先進進事事例例とと言言ええるる。。  

（（３３））リリススクク管管理理のの行行きき届届いいたたココミミュュニニテティィのの日日常常的的安安全全創創造造行行動動    

当当部部会会ででのの内内外外のの安安全全ななままちちフフィィーールルドド調調査査でで明明ららかかににななっったた「「５５つつ星星のの安安全全安安心心なな  

  ココミミュュニニテティィ」」のの共共通通ししてていいるる要要素素はは、、次次ののととおおりりででああっったた。。  

  ①①地地域域リリーーダダーーをを含含めめココミミュュニニテティィ構構成成員員のの安安全全セセンンススがが高高くく、、向向学学心心がが旺旺盛盛ででああっったた  

    （（オオーーナナーーシシッッププ、、わわががままちち意意識識とと誇誇りり））    

  ②②事事故故事事件件予予防防ののたためめのの安安全全活活動動のの習習慣慣化化（（地地域域のの危危険険個個所所点点検検、、パパトトロローールル、、声声掛掛けけ  

    ななどど地地域域のの皆皆がが支支ええ合合うう関関係係性性がが、、日日頃頃かからら醸醸成成さされれてていいたた））  

  ③③地地域域ココミミュュニニテティィのの自自主主性性、、自自立立性性、、自自律律性性、、創創造造性性、、協協働働性性、、開開放放性性ななどど「「子子どどもも  

    のの成成育育にに必必要要不不可可欠欠なな諸諸価価値値」」をを、、地地域域ココミミュュニニテティィのの運運営営理理念念ややココミミュュニニテティィポポリリ    

    シシーー（（共共通通ののココンンセセササスス））ととししてていいたた。。  

  ④④地地域域のの子子どどもももも大大人人もも、、多多数数がが参参加加ででききるる多多様様ななイイベベンントト等等をを通通じじてて、、ココミミュュニニテティィ  

    ででのの生生活活にに「「人人ととししててのの成成長長」」やや「「幸幸福福感感をを体体感感」」ししてていいるるののがが印印象象的的だだっったた。。  

  

７７  でではは、、最最少少単単位位ののココミミュュニニテティィ、、家家やや家家庭庭ににおおけけるる予予防防安安全全のの手手法法ととはは？？  

（（１１））  公公共共空空間間とと私私的的空空間間  

          公公共共空空間間ににつついいててはは、、ここれれままでで予予防防安安全全のの多多くくのの知知見見がが蓄蓄積積さされれててききたたとと思思うう。。他他

方方、、家家やや家家庭庭内内のの事事件件事事故故のの実実態態ににつついいててはは、、憲憲法法やや人人権権宣宣言言でで保保障障さされれたた私私的的空空間間

とといいうう特特殊殊性性、、密密室室性性がが高高くく外外部部かかららはは見見ええににくくくく公公的的介介入入もも例例外外的的ににししかか行行ななわわれれ

ずず近近年年にに至至るるままででそそのの実実態態はは不不詳詳ででああっったた。。  

（（２２））そそのの後後、、DDVV やや虐虐待待ななどど被被害害者者のの意意識識のの変変化化やや社社会会のの関関心心のの高高ままりりをを受受けけてて各各種種法法  

令令のの整整備備がが進進みみ、、ここれれままでで潜潜在在化化・・暗暗数数化化ししややすすかかっったた私私的的領領域域にに「「法法のの安安全全安安心心のの
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光光」」がが届届くくよよううににななっったた。。  

  特特にに、、自自殺殺ににつついいててはは、、長長いい間間、、個個人人的的問問題題ととさされれててききたたがが、、自自殺殺者者数数のの急急増増がが深深

刻刻なな社社会会問問題題ででああるるととのの認認識識のの下下、、自自殺殺対対策策基基本本法法がが制制定定（（平平成成 1188 年年 66 月月 2211 日日（（法法

律律第第 8855 号号））））さされれ、、警警察察おおよよびび都都道道府府県県にに相相談談体体制制がが整整っっててききたた。。  

（（３３））家家やや家家庭庭のの予予防防安安全全のの困困難難性性（（可可変変因因子子がが多多すすぎぎるる・・・・不不確確実実・・不不透透明明・・流流動動的的なな

どど））    

①①異異ななっったた心心理理的的生生活活空空間間のの中中でで生生活活をを共共ににすするる：：面面白白ささとと難難ししささがが同同居居  

  家家族族各各自自のの性性格格、、態態度度、、嗜嗜好好、、価価値値観観・・人人生生観観・・利利害害のの違違いいななどど複複雑雑系系世世界界ででああるる。。    

②②ラライイフフイイベベンントトやや生生活活環環境境のの変変化化にに伴伴いい、、心心身身やや社社会会的的状状態態がが、、「「安安心心（（安安全全））とと不不

安安（（危危険険））」」のの狭狭間間をを往往来来すするる：：新新世世界界のの希希望望とと不不安安のの交交錯錯  

・・ラライイフフスステテーージジ：：年年齢齢的的ににははエエリリククソソンンのの８８段段階階のの「「心心理理社社会会的的発発達達理理論論」」、、ババルルテテ

ススのの生生涯涯発発達達心心理理学学「「ササーードドエエイイジジ・・フフォォーーススエエイイジジ」」論論ななどど  

・・就就職職・・結結婚婚・・転転勤勤ななどどイイベベンントトにに伴伴うう「「心心理理社社会会的的危危機機」」  

（（４４））  家家族族（（家家庭庭））ととはは何何かかのの問問いい直直しし  

「「家家族族のの要要件件にに関関すするる妻妻のの意意識識（（第第 55 回回全全国国家家庭庭動動向向調調査査））」」がが興興味味深深いい。。（（覚覚書書２２、、

デデーータタ編編６６殺殺人人のの項項、、PP8877 参参照照））  

  家家族族ととはは何何かかににつついいてて、、妻妻たたちちはは、、「「①①困困っったた時時にに助助けけ合合うう」」9966..11％％、、「「②②精精神神的的ななきき

ずずななががああるる」」5566..55％％、、「「③③互互いいににあありりののままままででいいらられれるる」」5500..77％％のの３３点点をを重重要要視視ししてていい

るる。。  

（（３３））でで述述べべたた「「不不確確実実・・不不透透明明・・流流動動的的情情勢勢変変化化」」のの中中でで、、心心身身をを社社会会的的環環境境変変化化にに

適適応応ささせせるるたためめ、、イイザザのの時時のの家家族族がが「「助助けけ合合うう」」ここととをを願願いい、、精精神神的的ななききずずなな、、家家族族

ががあありりののままままででいいらられれるる、、そそんんなな家家庭庭像像をを期期待待ししででいいるる。。ここのの３３点点はは、、いいずずれれもも予予

防防安安全全のの基基盤盤ととししてて重重要要とと考考ええるる。。  

（（５５））親親族族間間のの殺殺人人事事件件  

でではは、、そそのの期期待待にに反反しし、、何何故故、、親親族族間間でで殺殺人人事事件件がが発発生生すするるののかか？？研研究究報報告告でではは、、  
「「支支配配・・被被支支配配とといいっったた非非対対称称なな関関係係にに陥陥っっててししままっってていいるる場場合合ももああれればば，，情情緒緒的的なな交交

流流もも言言葉葉にによよるる相相互互理理解解もも十十分分ででなないい親親子子関関係係ののよよううにに，，ココミミュュニニケケーーシショョンン不不全全とともも

いいううべべきき状状態態がが続続いいててししままっってていいるる場場合合ももあありり，，そそううししたた相相互互関関係係のの歪歪みみはは、、物物理理的的にに

もも心心理理的的ににもも距距離離がが近近いい関関係係ほほどど問問題題をを深深刻刻化化ささせせややすすくく，，そそれれがが直直接接的的ああるるいいはは間間接接

的的にに犯犯罪罪をを促促進進すするる要要因因ににももななるる」」とと（（PP8866 参参照照））。。  
PP6666 のの①①認認知知②②予予測測（（判判断断））③③行行動動のの３３つつにに「「歪歪」」がが生生じじてていいるるののででああるる。。  

 

終終わわりりにに  

  家家やや家家庭庭にに起起因因すするる事事件件事事故故のの予予防防はは、、基基本本的的ににはは、、各各自自のの自自治治・・自自助助のの世世界界ででああるる。。しし  

かかもも、、日日々々のの普普通通のの生生活活のの中中でで、、無無理理ななくく行行ええるる予予防防安安全全活活動動ででななけけれればばななららなないい。。  

覚覚書書２２のの資資料料はは未未整整理理ののままままででああるるがが、、ここののデデーータタをを参参考考にに、、「「家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故のの『『予予

防防』』をを考考ええるる」」ききっっかかけけととななれればば幸幸いいででああるる。。 
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家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故関関連連デデーータタ（（22002211..99））  

                    
              家家庭庭起起因因のの事事件件事事故故にによよりり「「失失わわれれたた命命」」参参考考資資料料    

下下記記のの表表黒黒枠枠のの死死亡亡者者のの多多くくはは、、家家やや家家庭庭のの中中、、ああるるいいははそそのの周周辺辺でで発発生生ししてていいるる。。  

１１２２３３  のの番番号号はは次次頁頁以以降降のの項項目目番番号号ででああるる  

 

不慮の事故          自 殺         犯犯 罪罪  

            

               
  
 
 

 
 
 
 

 
 

 
                           
                           

 
                 
                          
                                

 
 
  

  

  

  

 家家庭庭内内暴暴力力：：  

  広広義義ににはは、、ああくくままでで家家庭庭内内のの暴暴力力全全般般ののここととをを指指すす（（ドドメメスステティィッッククババイイオオレレンンスス））。。夫夫、、妻妻、、子子供供、、    

祖祖父父、、祖祖母母ななどど、、家家族族間間のの暴暴力力・・暴暴言言（（ままたた、、そそここかかららおおここるる物物品品・・建建造造物物のの破破壊壊・・破破損損ななどど））ををささすす。。  

  ⓵⓵親親のの子子にに対対すするる暴暴力力、、  ②②夫夫婦婦間間のの暴暴力力、、③③子子のの親親（（ななどど））  にに対対すするる暴暴力力ななどどががあありり、、広広義義のの家家庭庭内内  

  暴暴力力ににはは、、児児童童虐虐待待もも、、夫夫婦婦間間暴暴力力もも、、親親（（やや祖祖父父母母））にに対対すするる暴暴力力もも含含ままれれるる。。  

１１不不慮慮のの事事故故  

全全 3399..118844 人人    

22001199（（RR１１））  

４４  自自殺殺  

全全 1199..442255 人人  

RR２２ 

５５孤孤独独死死 

６６  殺殺人人  

全全 994455 件件    

RR22  

傷傷害害  
（（省省略略））  

家家庭庭内内暴暴力力  （（DV） 
   （（注注））  

３３
溺溺
死死  

２２
窒窒
息息  

１１
転転
倒倒
・・
転転
落落 

３３高高齢齢者者  

全全約約 30.000人人 

２２子子どどもも  

全全年年間間 119911 人人 
HH2288、、全全殺殺人人事事件件 777700 件件のの

内内、、親親族族間間殺殺人人はは 442255 件件

でで、、初初めめてて 5500％％をを超超ええたた  
３３
溺溺
死死  

２２
交交
通通
事事
故故  

１１
窒窒
息息  

７７スストトーーカカーー  

８８ココロロナナ  

関関連連死死ななどど 

覚覚書書２２  

高高
齢齢
者者
虐虐
待待  

児児
童童
虐虐
待待  
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１１    不不慮慮のの事事故故  

 

基基礎礎資資料料  人人口口動動態態統統計計  

  

22001199（（令令和和元元年年））死死因因簡簡単単分分類類別別ににみみたた性性別別死死亡亡数数・・死死亡亡率率（（人人口口 1100 万万対対））かからら抜抜粋粋 
第７表 死因簡単分類別死亡数 （令和元年（2019）人口動態統計（確定数）の概況｜ 
厚生労働省 (mhlw.go.jp)） 
 

  

  

（（注注））人人口口動動態態調調査査のの「「他他殺殺」」はは 229999 人人でであありり、、一一方方でで警警察察庁庁のの統統計計でで「「殺殺人人」」はは 994455 件件のの

発発生生ととななっってていいるる。。ここれれはは、、人人口口動動態態調調査査はは医医師師がが死死体体検検案案書書をを書書いいたた時時点点でで犯犯罪罪がが明明ららかか

ででああるる場場合合にに限限らられれるるたためめでで、、警警察察庁庁のの数数字字がが殺殺人人事事件件のの実実態態をを表表ししてていいるる。。  

  

  

  

順順

位位

１１  
３３  
２２  
  
  
  
４４  
６６  （（注注））  
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２２  子子どどもものの不不慮慮のの事事故故    

    

（（１１））不不慮慮のの事事故故概概要要  

資資料料  子供供のの事事故故防防止にに関関すするる関関係係府府省省庁庁連連絡絡会会議議  （（RR３３..３３..５５））  消消費費者者庁庁消消費費者者安安全全課課））  
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平平成成 2277 年年〜〜令令和和元元年年のの 55 年年間間でで、、交交通通事事故故ををののぞぞくく事事故故発発生場場所所はは、、大大半半がが家家庭庭内内でで、、  

年年齢齢がが上上ががるるににつつれれそそのの他他のの場場所所のの割割合合がが増増加加    

                    （資料２－１ 消費者庁「子どもの不慮の事故の発生傾向」 (caa.go.jp)） 
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２２  関関係係      児児童童虐虐待待   

全全国国のの児児童童相相談談所所（（児児相相））  22002200 年年度度にに対対応応ししたた 1188 歳歳未未満満のの子子どどももへへのの虐虐待待件件数数はは、、前前

年年度度比比６６％％増増のの２２００万万５５００２２９９件件（（速速報報値値））でで、、初初めめてて２２００万万件件をを超超ええ（（厚厚生生労労働働省省））、、３３

００年年連連続続でで増増加加。。１１５５年年度度（（１１００万万３３２２８８６６件件））かかららのの５５年年間間でで倍倍増増ししたた。。  

・・子子どどもものの前前でで親親がが家家族族ららにに暴暴力力ををふふるるうう面面前前ＤＤＶＶ（（ドドメメスステティィッックク・・ババイイオオレレンンスス））をを

含含めめたた「「心心理理的的虐虐待待」」がが１１２２万万１１３３２２５５件件でで最最もも多多くく、、全全体体のの５５９９％％をを占占めめたた。。続続いいてて

「「身身体体的的虐虐待待」」がが５５万万３３３３件件、、「「ネネググレレククトト（（育育児児放放棄棄））」」がが３３万万１１４４２２００件件、、「「性性的的虐虐

待待」」がが２２２２５５１１件件だだっったた。。心心理理的的虐虐待待はは前前年年度度よよりり１１万万２２２２００７７件件もも増増ええてていいるる。。  

警警察察庁庁    児児相相へへのの通通報報はは 1100 万万人人超超  児児童童虐虐待待被被害害、、過過去去最最多多 22117722 人人（（報報道道  22002211..33））                  

22002200 年年にに全全国国でで摘摘発発さされれたた児児童童虐虐待待事事件件はは前前年年比比 88..22％％増増のの 22113333 件件、、被被害害ににああっったた子子

どどももはは同同 99..11％％増増のの 22117722 人人でで、、いいずずれれもも過過去去最最多多ととななっったた。。死死亡亡ししたた子子どどももはは 6611 人人だだっっ

たた。。警警察察がが児児童童相相談談所所にに通通告告ししたた子子どどもものの数数はは同同 88..99％％増増のの 1100 万万 66999911 人人とと初初めめてて 1100 万万

人人をを超超ええたた。。  

22002200 年年のの摘摘発発事事件件のの内内訳訳はは、、暴暴行行やや傷傷害害ななどど「「身身体体的的虐虐待待」」がが 11775566 件件とと全全体体のの 88 割割強強をを

占占めめたたほほかか、、「「性性的的虐虐待待」」がが 229999 件件、、脅脅迫迫やや監監禁禁をを含含むむ「「心心理理的的虐虐待待」」がが 4466 件件、、育育児児のの

「「怠怠慢慢・・拒拒否否」」がが 3322 件件だだっったた。。被被害害にに遭遭っったた子子どどももはは男男児児がが 11113399 人人、、女女児児がが 11003333 人人

でで。。男男児児はは身身体体的的虐虐待待がが 11008822 人人とと圧圧倒倒的的にに多多くく、、女女児児はは身身体体的的虐虐待待（（669933 人人））ののほほかかにに

性性的的虐虐待待（（229966 人人））がが多多くくななっってていいるる。。亡亡くくななっったた 6611 人人のの内内訳訳はは、、「「無無理理心心中中」」がが 2211

人人、、「「出出産産直直後後にに殺殺害害」」がが 1111 人人ななどど。。 
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３    高齢者（65 歳以上）の不慮の事故 

  

【【高高齢齢者者のの事事故故のの状状況況】】「「人人口口動動態態調調査査」」調調査査票票情情報報及及びび「「救救急急搬搬送送デデーータタ」」分分析析 
資資料料  厚厚生生労労働働省省「「人人口口動動態態調調査査」」調調査査票票情情報報  

  

・・毎毎年年約約 3300,,000000  人人のの高高齢齢者者がが「「不不慮慮のの事事故故」」でで死死亡亡。。  交交通通事事故故、、自自然然災災害害をを除除くく不不

慮慮のの事事故故にによよるる総総死死亡亡者者数数ののううちち、、高高齢齢者者のの割割合合はは８８割割以以上上でで、、増増加加傾傾向向ににああるる。。    

・・「「不不慮慮のの事事故故」」ののううちち、、特特にに「「転転倒倒・・転転落落」」、、「「誤誤嚥嚥等等のの不不慮慮のの窒窒息息」」、、「「不不慮慮のの溺溺死死  及及

びび溺溺水水」」はは、、死死亡亡者者数数がが「「交交通通事事故故」」よよりり多多いい。。    

・・年年代代がが上上ががるるににつつれれてて、、人人口口当当たたりりのの事事故故にによよるる死死亡亡者者数数はは増増ええてておおりり、、年年代代がが  上上がが

るるににつつれれてて、、事事故故ののリリススククはは上上昇昇ししてていいるるとと考考ええらられれるる。。ままたた、、「「転転倒倒・・転転落落」」、、「「不不

慮慮のの溺溺死死及及びび溺溺水水」」ににつついいててはは、、前前期期高高齢齢者者とと後後期期高高齢齢者者のの間間ででのの差差がが  1100  年年前前よよりり

大大ききくくななっってていいるる。。                                                    

caution_009_180912_0002.pdf (caa.go.jp) 
資料 消費者庁 みんなで防ごう高齢者の事故！冬はお餅の窒息事故、入浴中の溺水

事故が起きやすい季節です 
（令和元年 12 月 18 日） 

 

  

  

「「誤誤嚥嚥等等のの不不慮慮のの窒窒息息」」  、、「「転転倒倒・・転転落落」」  、、「「不不慮慮のの溺溺死死及及びび溺溺水水」」  のの３３つつ  のの死死因因にによよるる

死死亡亡者者数数はは、、「「交交通通事事故故」」よよりり多多いい 
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⬤⬤  住住宅宅内内ででのの事事故故発発生生割割合合はは約約７７割割とと高高くく、、発発生生場場所所はは「「居居室室」」がが 4455..00％％  

医医療療機機関関ネネッットトワワーークク事事業業のの参参画画医医療療機機関関かからら国国民民生生活活セセンンタターーにに提提供供さされれたた事事故故情情報報にによよ

るるとと、、65 歳歳以以上上のの者者がが 20 歳歳以以上上 65 歳歳未未満満のの人人よよりり住住宅宅のの屋屋内内ででのの事事故故発発生生のの割割合合はは約約

７７割割とと高高くく、、発発生生場場所所はは、、「「居居室室」」がが 45.0％％とと最最もも多多くく、、つついいでで「「階階段段」」18.7％％、、「「台台所所・・食食堂堂」」

17.0％％がが多多いい。。 

  （（生生活活環環境境｜｜平平成成 3300 年年版版高高齢齢社社会会白白書書（（全全体体版版））内内閣閣府府  ((ccaaoo..ggoo..jjpp))））  

⬤⬤  転転倒倒・・転転落落事事故故（（健健康康障障害害））がが発発生生すするるとと、、例例ええばば大大腿腿骨骨頸頸部部骨骨折折ななどどのの場場合合、、ケケ

ガガのの程程度度にによよっっててはは介介護護のの問問題題がが生生じじるるななどど家家族族のの生生活活面面やや金金銭銭面面等等でで負負担担がが増増ええるる

ここととががああるる。。ままたた、、家家庭庭不不和和ななどどトトララブブルル要要因因をを生生むむここととががあありり注注意意をを要要すするる。。  

⬤⬤  高高齢齢者者本本人人だだけけででははななくく、、家家族族やや親親戚戚、、近近隣隣、、地地域域のの方方ななどど高高齢齢者者のの身身近近ににいいるる

方方々々がが意意識識すするるここととでで防防ぐぐここととががででききるる。。  

  

【【老老年年医医学学会会がが転転倒倒にに関関すするるスステテーートトメメンントトをを公公表表】】  

不慮の事故の中でも、介護施設などで問題になりやすいのが「転倒・転落」です。転倒の

リスクは、認知機能の低下や加齢による注意力低下などの「「個個人人のの要要因因」」と、滑りやすい

床や固定していない障害物などによる「「住住環環境境のの要要因因」」に分かれます。 

介護施設では転倒事故によるトラブルによって、裁判にまで発展するケースもあります。

それが、「個人の要因」によるものなのか「住環境の要因」によるものなのかによって、

高高齢齢者者はは転転倒倒・・転転落落リリススククがが高高いい  
 ・筋力が衰えている 
・平衡感覚が低下している 
・・視力や視認性が低下し、足元が 

見えにくい  
・・病気や薬の副作用によるふらつ 

きがある 
左左図図  転倒防止の安全対策例 

 

・・高高齢齢者者はは窒窒息息リリススククがが高高いい  
 ・歯の機能が衰えている    ・かむ力が弱くなっている  

・唾液の分泌量が減っている  ・飲み込む力が低下 
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介護施設が負う責任は大きく違ってきます。「住環境の要因」として介護施設に過失が認

められると相応の賠償責任が生じます。そのため、介護施設では転倒事故を防ぐための対

策が積極的に取られているのです。 

【【22000099 年年にに三三菱菱総総合合研研究究所所がが行行っったた研研究究事事業業結結果果】】  

（自治体に報告された 8,541 件を対象に調査）によれば、高齢者施設で起こった事故と

して最も多かったのは「転倒」（4,924 件）で、以下「転落」（958 件）、「誤嚥」（290

件）、「衝突」（190 件）、「誤薬」（115 件） 

⬤⬤  政府、高齢者施設の介護事故を全国初調査へ！報告なき「潜在事故」はどれだけあぶ 

り出せるか｜ニッポンの介護学｜みんなの介護 (minnanokaigo.com) 
 

４  自殺関係：自自殺殺者者のの推推移移とと自自殺殺のの場場所所  

  

・・厚厚労労省省はは 22002211..33..1166、、国国内内ににおおけけるる 22002200 年年のの自自殺殺者者がが、、確確定定値値でで 22 万万 11008811 人人とと発発表表。。  

・・前前年年のの 22001199 年年よよりり 991122 人人（（約約 44..55%%））増増ええ、、1111 年年ぶぶりりにに増増加加にに転転じじたた。。    

・・自自殺殺者者はは、、男男性性がが 1111 年年連連続続でで減減少少ししてていいるる一一方方でで、、女女性性はは 22 年年ぶぶりりにに増増加加。。    

統統計計かからら、、女女性性やや若若年年層層でで増増ええたたここととがが全全体体のの増増加加要要因因・・背背景景とと読読みみ取取れれるる。。  

 

厚厚労労省省はは、、自自殺殺対対策策をを、、「「生生ききるるここととのの包包括括的的なな支支援援」」ととししてて、、保保健健、、医医療療、、福福祉祉、、  

教教育育、、労労働働そそのの他他のの関関連連施施策策とと連連携携をを図図りり、、総総合合的的にに推推進進中中。。  

  

  

(注)多い方から世界第６位 
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【【神神奈奈川川県県警警のの自自殺殺統統計計デデーータタ（（平平成成 2222 年年））】】  

  神神奈奈川川県県警警かからら提提供供さされれたた、、平平成成 2222 年年中中のの横横浜浜市市ににおおけけるる自自殺殺者者ののデデーータタがが、、大大変変興興味味

深深いい。。自自殺殺のの場場所所別別にに自自殺殺者者数数ををみみるるとと、、男男女女共共にに「「自自宅宅」」がが最最もも多多くく、、男男性性 332266 人人

（（6611..66％％））、、女女性性 116677 人人  （（7777..00％％））ででああっったた。。次次いいでで多多いいののはは、、男男性性でではは「「公公園園」」3333 人人

（（66..22％％））でで、、女女性性はは「「高高層層ビビルル」」1144 人人（（66..55％％））  ででああっったた（（図図 55））。。  

                                            ssuuiicciiddee0044..ppddff  ((yyookkoohhaammaa..llgg..jjpp))  

  

  

  

  

  

【自自殺殺実実態態白白書書（（22001133..33  NNPPOO 法法人人ラライイフフリリンンクク））】 
以以下下のの資資料料（（抜抜粋粋））はは、、自自殺殺対対策策のの根根源源対対策策（（予予防防安安全全））をを考考ええるる上上でで、、大大変変にに参参考考にになな

るる。。原原因因発発生生かからら自自死死ままでで、、何何年年ももあありり、、そそのの間間のの経経路路のの実実態態をを解解明明ししたたももののででああるる。。 
whitepaper2013_1.pdf (lifelink.or.jp) 

  

【【予予防防安安全全にに役役立立つつ資資料料：：自自殺殺のの危危機機経経路路】 
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自自殺殺のの危危機機要要因因ととななりり得得るるももののはは 6699 個個ああるる  。。  

「「自自殺殺対対策策基基本本法法  ((22000066 年年))のの施施行行にによよつつててタタブブーー視視さされれてていいたた自自殺殺がが社社会会問問題題ととししてて認認識識  

さされれるるよよううににななりり、、全全国国的的なな自自殺殺対対策策のの底底上上げげがが図図らられれててききたた影影響響がが大大ききいい  。。  

そそれれぞぞれれのの属属性性にによよつつてて自自殺殺にに追追いい込込ままれれるるププロロセセスス  がが大大ききくく異異ななつつてていいるるこことともも浮浮きき彫彫  

りりににななつつててききたた。。（（中中略略））ままたた最最初初のの危危機機要要因因をを抱抱ええててかからら自自殺殺すするるままででのの年年月月もも「「自自営営業業

者者はは主主婦婦のの 44 倍倍もも短短いい」」ここととななどどもも分分かかつつててききてていいるる。。  

    ――――――――――――――――――――――――――――  中中略略    ――――――――――――――――――――――――――――  

要要因因発発現現かからら亡亡くくななるるままででのの日日数数をを計計算算ししたたととこころろ、、要要因因別別にに分分析析ししててもも若若年年層層はは要要因因発発

現現かからら死死亡亡ままででがが特特にに短短くく、、緊緊急急的的対対応応ををすすべべきき年年齢齢群群ででああるるここととがが明明ららかかににななつつたた。。要要因因

ととななるる状状況況をを把把握握ししたた人人がが躊躊躇躇すするるここととななくく適適切切なな介介入入をを行行わわななけけれればば短短期期間間でで死死にに至至るるここ

ととががああるるここととをを知知るるべべききででああるる。。  

ささららにに事事故故、、災災害害、、家家族族のの死死、、とといいつつたた突突然然のの大大ききなな要要因因のの発発現現かからら死死ににいいたたるるままででのの平平

均均日日数数はは短短いい。。すすみみややかかにに周周囲囲やや本本人人がが心心ののケケアアににつついいてて理理解解しし、、すすぐぐにに対対応応ででききるる仕仕組組みみ

をを作作るるここととがが望望ままれれるる。。    

ままたた分分析析のの中中でではは、、周周囲囲がが何何ららかかのの変変化化にに気気付付いいてていいたたののかか、、どどうう手手をを差差しし伸伸べべらられれるる  

かかをを検検討討すするるたためめにに援援助助希希求求ににつついいててもも明明ららかかににししたた。。亡亡くくななつつたた人人のの多多くくはは  ((約約  770000//oo))

事事前前ににどどここかかにに、、何何ららかかのの相相談談ををししてていいたた。。他他方方、、半半数数をを超超ええるる遺遺族族  ((555500//00))もも  当当人人のの行行

動動変変化化をを感感じじ取取つつてていいたた。。遺遺族族のの半半数数近近くく((441100//00))はは当当人人がが何何かかををほほののめめかかししてていいたたとと気気付付

きき、、ししかかしし同同じじ程程度度にに((4433%%))はは「「そそれれがが何何ららかかののササイインンだだととはは気気付付かかななかかつつたた」」、、とと回回答答しし

てていいたた。。  

結結果果的的ににはは死死にに至至つつたたがが、、デデーータタをを分分析析すするる中中でで、、相相談談にに行行つつたた人人はは死死亡亡ままででのの平平均均日日数数

ががそそううででなないい人人よよりりもも有有意意にに長長いいここととがが明明ららかかににななつつたた。。つつままりりそそのの長長ささははままちちままちちででははああ
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るるがが、、援援助助をを希希求求すするる事事、、どどここかかにに相相談談すするるここととでで何何ららかかのの生生ききるる力力をを与与ええるるここととががででききるる

ここととがが定定量量的的にに示示さされれたたとといいええるる。。本本調調査査ののデデーータタににはは、、いいじじめめ、、虐虐待待、、自自殺殺未未遂遂のの経経験験もも

多多くく含含ままれれてておおりりそそううししたた事事象象ののフフォォロローーのの重重要要性性もも改改めめてて提提示示さされれたた。。」」  

                  以以上上、、自自殺殺実実態態白白書書（（22001133..33  NNPPOO 法法人人ラライイフフリリンンクク））かからら抜抜粋粋 
  

  

  

【【トトンンネネルル・・ビビジジョョンン】】  予予防防対対策策メメモモ  

自自殺殺をを考考ええるる人人ののほほととんんどどはは困困りり事事をを抱抱ええてていいてて、、精精神神科科でで診診断断ががつつくくレレベベルルののううつつ状状態態

ににななっってていいまますす。。33 月月はは年年度度末末ととななるるここととかからら追追いい立立ててらられれるるよよううなな心心境境にに拍拍車車ががかかかか

りり、、「「死死ぬぬししかかなないい」」とといいうう思思いいにに駆駆らられれややすすいい。。ううつつ状状態態ににああるる人人はは、、そそううししたた周周囲囲のの

華華ややぎぎとと自自分分ととのの間間ににギギャャッッププをを強強くく感感じじててししままいい、、疎疎外外感感やや孤孤独独感感がが深深ままっっててししままうう。。  

（（WWHHOO（（世世界界保保健健機機関関））ののデデーータタにによよれればば、、自自殺殺者者のの実実にに約約 9977％％がが、、自自殺殺にに関関連連すするる 44 大大精精

神神疾疾患患（（①①ううつつ病病をを含含むむ気気分分障障害害  ②②薬薬物物ややアアルルココーールル依依存存ななどどのの物物質質関関連連障障害害、、③③統統合合

失失調調症症、、④④パパーーソソナナリリテティィーー障障害害））のの診診断断ををううけけてていいるるとといいうう。。  

共共通通点点はは、、「「トトンンネネルル・・ビビジジョョンン」」（（心心のの視視野野狭狭ささくく））「「私私ははももうう死死ぬぬししかかなないい」」とといいうう気気持持

ちちにに追追いい込込ままれれるる。。ううつつ状状態態ににああるるととききにに家家族族やや友友人人、、職職場場のの仲仲間間ななどどかからら適適切切ななササポポーートト

をを受受けけらられれれればば、、トトンンネネルル・・ビビジジョョンンをを脱脱すするるここととがが可可能能。。  身身近近なな人人がが「「死死ににたたいい」」とと口口

ににししたたととききにに、、そそれれをを防防ぐぐ「「ゲゲーートトキキーーパパーー」」のの役役割割はは大大ききいい。。  

「「TTAALLKK のの原原則則」」（（TTAALLKK ととはは、、TTeellll、、AAsskk、、LLiisstteenn、、KKeeeepp  ssaaffee））がが伝伝ええらられれてていいるる。。  

              自自殺殺をを防防ぐぐたためめにに  知知っってておおききたたいい「「TTAALLKK のの原原則則」」｜｜NNIIKKKKEEII  SSTTYYLLEE  
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 ５  孤独死関係       

  

【大大阪阪府府警警のの調調査査】】  

大大阪阪府府内内でで「「孤孤独独死死」」にによよりり亡亡くくななっったた人人のの数数がが 22001199 年年のの１１年年間間でで 22,,999966 人人ににもも上上るるここ

ととがが明明ららかかににななっったた。。  

・22001199 年年のの大大阪阪府府警警検検視視調調査査課課のの調調査査でではは、、病病院院でで死死亡亡すするるななどどのの「「自自然然死死」」にに該該当当しし

ななかかっったた１１万万 22,,330099 人人ににつついいてて、、遺遺体体のの状状態態やや発発見見時時のの状状況況かからら事事件件性性のの有有無無をを確確認認。。そそ

ののううええでで孤孤独独死死にに当当ててははままるるとと考考ええらられれるるケケーーススのの合合計計をを算算定定。。孤孤独独死死ををししたた人人のの世世代代ごご

ととのの内内訳訳ををみみるるとと、、最最もも多多かかっったたののがが 7700 代代のの 3344..33％％（（11,,002299 人人））、、6600 代代のの 2222..88％％（（668844

人人））、、8800 代代のの 1199..11％％（（557722 人人））、、5500 代代のの 1133..11％％（（339922 人人））。。  

・・孤孤独独死死とといいうう言言葉葉にに対対ししててはは、、法法律律上上のの定定義義やや全全国国的的ななデデーータタははなないい。。  

今今回回のの調調査査でではは、、孤孤独独死死はは「「事事件件性性ががななくく、、誰誰ににもも看看取取らられれるるここととななくく屋屋内内でで死死亡亡しし、、

死死後後２２日日以以上上経経過過ししててかからら発発見見さされれるるこことと」」ととさされれてていいるる。。孤孤独独死死ししたた人人ののななかかににはは、、

亡亡くくななっっててかからら１１ヵヵ月月以以上上経経過過ししててかからら見見つつかかっったたケケーーススがが 338822 件件ももああっったた。。  

ああななたたはは誰誰でですすかか  ルルポポ孤孤独独死死  --  ププレレミミアアムム AA：：朝朝日日新新聞聞デデジジタタルル  ((aassaahhii..ccoomm))  

・・日日本本人人全全体体のの死死亡亡者者数数ののううちち 66・・66%%（（1188 年年、、厚厚生生労労働働省省調調べべ））とと東東京京にに続続きき

22 番番目目にに多多いい大大阪阪府府をを管管轄轄すするる府府警警がが、、実実際際にに調調べべたたケケーーススをを詳詳細細にに分分類類しし

たたののがが今今回回ののデデーータタ。。淑淑徳徳大大学学のの結結城城康康博博教教授授（（社社会会福福祉祉学学））はは「「都都市市部部、、

資資料料  東東京京都都  
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郊郊外外をを含含めめたた全全域域をを警警察察がが一一律律のの基基準準でで調調べべたた点点がが画画期期的的。。日日本本社社会会のの縮縮図図

をを示示ししてていいるる」」ととココメメンントトししてていいるる。。  

【【孤孤独独死死のの背背景景等等：：高高齢齢社社会会白白書書】】  

・・『『平平成成 3300 年年高高齢齢社社会会白白書書』』にによよるるとと、、6655 歳歳以以上上のの独独居居者者（（全全国国））はは、、11998800 年年当当時時

はは男男性性約約 1199 万万人人、、女女性性約約 6699 万万人人。。ととこころろがが 22001155 年年ににはは男男性性約約 119922 万万人人、、女女性性約約 440000

万万人人ままでで増増ええてていいるる。。約約 3355 年年間間でで男男性性がが約約 1100 倍倍、、女女性性がが６６倍倍増増加加。。  

・・国国立立社社会会保保障障・・人人口口問問題題研研究究所所がが 22001177 年年にに実実施施ししたた『『生生活活とと支支ええ合合いいにに関関すするる調調

査査』』にによよるるとと、、「「普普段段のの会会話話のの頻頻度度がが２２週週間間にに１１回回以以下下」」とと回回答答ししたた人人のの割割合合がが最最もも

多多かかっったた世世代代はは「「高高齢齢のの独独居居男男性性」」のの約約 1155％％。。6655 歳歳以以上上のの高高齢齢者者がが全全体体のの 7711％％。。  

・・第第一一発発見見者者はは、、親親族族がが約約 2200％％、、管管理理会会社社ややオオーーナナーーがが約約 2277％％、、自自治治体体ややケケアアワワーーカカ  

ななどどのの福福祉祉関関係係者者がが約約 2200％％。。オオーーナナーーやや管管理理会会社社はは、、家家賃賃のの滞滞納納やや郵郵便便物物がが溜溜ままっってて

いいるるここととでで気気づづくくここととがが多多いい。。  

・・ななおお、、民民間間調調査査機機関関「「ニニッッセセイイ基基礎礎研研究究所所」」はは、、22001111 年年、、東東京京 2233 区区でで死死亡亡

ししたた人人のの状状況況をを踏踏ままええ、、自自宅宅でで死死亡亡しし、、死死後後 22 日日以以上上たたっってて見見つつかかるる高高齢齢者者

がが全全国国でで年年間間約約 22 万万 77 千千人人ににののぼぼるるととのの推推計計をを発発表表。。  
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６６    殺殺人人関関係係  

 
・日日本本でではは、、殺殺人人事事件件のの認認知知件件数数はは 11995544 年年のの 33008811 件件ををピピーーククにに少少ししずずつつ減減少少しし、、22001133 年年にに

はは 初初 めめ てて 11000000 件件 をを 下下 回回 っっ たた 。。 近近 年年 はは 880000 ～～ 990000 件件 台台 でで 推推 移移 しし てて いい るる 。。                  

犯犯罪罪白白書書令令和和２２年年  

  
  
【【親親族族間間のの殺殺人人事事件件】】  

犯犯罪罪総総数数がが減減少少すするる中中、、親親族族間間のの殺殺人人事事件件はは、、ここここ 3300 年年ほほどど 440000～～550000 件件台台でであありり、、そそ

のの割割合合がが高高ままっってていいるる。。  

・・そそのの背背景景ににはは、、老老老老介介護護、、経経済済格格差差、、88005500 問問題題、、精精神神疾疾患患治治療療等等のの問問題題ががあありり、、ココロロナナ

禍禍やや超超超超高高齢齢化化のの時時代代ににおおいいてて、、そそれれははささららにに顕顕著著ななももののににななるるとと考考ええらられれるる。。」」  

警警察察白白書書  令令和和２２年年版版かからら引引用用  
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【【犯犯罪罪種種別別にによよるる被被害害者者とと被被疑疑者者のの関関係係】】  

            

  

【【親親族族間間犯犯罪罪のの傾傾向向（（殺殺人人））】】  

【資料 親族間犯罪被害に係る給付金の在り方】 

親親族族間間犯犯罪罪被被害害にに係係るる給給付付金金のの在在りり方方 第第 2211 回回基基本本計計画画策策定定・・推推進進専専門門委委員員等等会会議議  

（（平平成成 2277 年年 88 月月 2244 日日））  

渡渡邉邉構構成成員員提提出出資資料料（（抜抜粋粋））  22  親親族族間間犯犯罪罪ににつついいてて給給付付金金がが原原則則不不支支給給・・一一部部減減額額

ととすするる現現行行のの国国  
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Microsoft PowerPoint - 04 親族間【セット】 (npa.go.jp) 以下、同資料から引用 
  

 

 
【【家家庭庭内内のの重重大大犯犯罪罪にに関関すするる研研究究】】  

１１  家家庭庭内内のの重重大大犯犯罪罪のの特特徴徴    

家家庭庭内内のの重重大大犯犯罪罪のの特特徴徴のの一一つつはは，，被被害害者者がが非非親親族族ででああるる犯犯罪罪とと異異ななりり，，本本件件以以前前かからら加加

害害者者とと被被害害者者ととがが日日常常的的にに密密接接なな関関係係ににああっったたとといいうう点点ににああるる。。たただだしし，，ここののここととはは，，そそのの

相相互互関関係係がが対対等等でで親親密密なな関関係係ででああるるここととをを意意味味すするるわわけけででははななくく，，日日常常的的にに夫夫ががＤＤＶＶをを重重ねね
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てていいるる家家庭庭ののよよううにに，，支支配配・・被被支支配配とといいっったた非非対対称称なな関関係係にに陥陥っっててししままっってていいるる場場合合ももああれれ

ばば，，情情緒緒的的なな交交流流もも言言葉葉にによよるる相相互互理理解解もも十十分分ででなないい親親子子関関係係ののよよううにに，，ココミミュュニニケケーーシショョ

ンン不不全全ととももいいううべべきき状状態態がが続続いいててししままっってていいるる場場合合ももあありり，，そそううししたた相相互互関関係係のの歪歪みみはは、、物物

理理的的ににもも心心理理的的ににもも距距離離がが近近いい関関係係ほほどど問問題題をを深深刻刻化化ささせせややすすくく，，そそれれがが直直接接的的ああるるいいはは間間

接接的的にに犯犯罪罪をを促促進進すするる要要因因ににももななるるとと考考ええらられれるる。。  
  ままたた，，家家族族とといいうう最最小小のの共共同同体体はは，，近近隣隣やや地地域域社社会会ととののつつななががりりがが薄薄れれるるほほどど，，閉閉塞塞感感をを強強

めめ，，いいわわばば運運命命共共同同体体ののごごとときき様様相相をを呈呈ししててくくるるがが，，構構成成員員数数のの縮縮小小傾傾向向ななどどもも反反映映ししてて，，

家家族族内内部部ににおおけけるる問問題題解解決決能能力力ははまますすまますす低低下下ししててききてておおりり，，経経済済的的なな問問題題ににししろろ，，子子のの養養

育育・・教教育育問問題題ににししろろ，，男男女女間間のの愛愛情情問問題題ににししろろ，，いいっったたんん問問題題がが顕顕在在化化すするるとと，，そそれれにに対対しし

てて共共同同でで対対処処ししてていいくくここととがが難難ししくく，，外外部部のの第第三三者者のの介介入入ももなないいここととななどどかからら，，個個々々人人がが孤孤

立立無無援援のの状状態態でで悩悩みみをを抱抱ええ込込みみ，，打打開開のの道道がが見見ええなないいまままま自自暴暴自自棄棄的的なな心心理理状状態態にに  陥陥るるなな

どどししてて，，最最もも身身近近なな構構成成員員をを巻巻きき添添ええににすするる形形でで犯犯罪罪  がが起起ききるる場場合合ももああるる。。（（平平成成 2244 年年、、法法

務務総総合合研研究究所所研研究究部部報報告告 4455 号号））（（抜抜粋粋））  第第５５編編  結結語語））  
 

 
 
【【家家族族にに関関すするる一一般般認認識識例例】】  

●  一一般般認認識識ににおおいいてて、、「「困困っったたととききにに互互いいにに助助けけ合合ううこことと」」  はは「「家家族族のの要要件件」」ととししてて重重要要

視視さされれてていいるる。。  
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● （（世世帯帯形形態態にに変変化化ががああるる一一方方、、））「「家家族族」」ででああるるとと認認識識すするる親親族族のの範範囲囲はは拡拡大大しし続続けけてていい

るる（（デデーータタ省省略略））。。  
 
 石石附附ココメメンントト 

①①「「困困っったた時時にに助助けけ合合うう」」  ととててもも重重要要がが 6688，，44％％、、やややや重重要要がが 2277..77％％でで、、計計 9966..11％％でで

ああっったた。。  

②②「「精精神神的的ななききずずななががああるる」」がが、、HH2200 とと HH2255 でではは、、7700..00％％かからら 5566..55％％にに減減少少  

③③「「互互いいににあありりののままままででいいらられれるる」」がが、、HH2200 とと HH2255 でではは、、6622..00％％かからら 5500..77％％にに減減少少  

   
ここのの②②③③のの経経年年変変化化ををどどうう考考ええるるかかででああるるがが、、そそれれはは今今後後のの宿宿題題ととししてて、、筆筆者者はは、、①①

②②③③はは「「家家族族ののあありり方方ととししててのの基基本本要要素素」」（（願願望望・・家家族族イイメメーージジ））でであありり、、②②③③ななくくししてて

真真のの意意味味でで①①のの実実現現はは難難ししいいとと考考ええてていいるる。。  

  

何何故故なならら、、②②③③はは日日々々のの生生活活ププロロセセススのの中中ででおお互互いいのの努努力力にによよりり家家庭庭内内でで紡紡いいででいいくく

べべききももののでで、、③③はは「「困困っったた時時」」のの期期待待ににすすぎぎなないい。。②②はは家家族族とといいうう最最少少ココミミュュニニテティィ（（共共

同同体体））ととししててのの「「ききずずなな」」（（おお互互いいががおお互互いいのの存存在在ななくくししててはは生生活活がが成成りり立立たたなないい関関係係性性

（（おお互互いいのの価価値値観観をを認認めめ合合いい、、他他のの構構成成員員にに対対すするる信信頼頼関関係係やや・・愛愛着着――愛愛情情・・思思いいややりり

等等社社会会的的一一体体性性のの存存在在をを示示すす指指標標でであありり、、③③ははこここころろのの居居場場所所（（おお互互いいにに気気心心をを通通じじ合合

いい心心理理的的ににもも物物理理的的ににもも本本音音でで話話せせるる精精神神的的生生活活空空間間））だだとと思思ううかかららででああるる。。たただだ、、日日

頃頃疎疎遠遠ででもも、、危危機機にに瀕瀕ししてて家家族族がが急急にに一一致致団団結結すするるここととががああるる。。家家族族ととはは不不思思議議なな生生命命

体体ででああるる。。  

  

  

  ⬤⬤  機機能能不不全全家家族族でではは①①②②③③がが欠欠如如しし、、物物理理的的・・心心理理的的なな生生活活空空間間――いいわわばば居居場場所所空空間間がが

無無くくななりり、、周周辺辺のの支支援援ももななけけれればば、、「「トトンンネネルル・・ビビジジョョンン」」にに陥陥るるののででははなないいかか。。そそののエエ

ネネルルギギーーがが自自身身にに向向けけばば自自殺殺、、外外へへ向向けけばば親親族族間間のの殺殺人人にに発発展展すするるののででははなないいかか。。親親族族
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間間のの殺殺人人のの動動機機にに、、「「将将来来をを悲悲観観」」とといいううののがが共共通通ししてておおりり、、ここのの部部分分にに対対すするる社社会会的的ササ

ポポーートト（（介介入入））がが予予防防安安全全のの根根源源対対策策ででああろろうう。。 
 

【配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数等（令和元年度分）】 

平平成成 1144 年年 44 月月 11 日日かからら、、配配偶偶者者暴暴力力相相談談支支援援セセンンタターーのの業業務務がが各各都都道道府府県県ににおおいいてて開開

始始さされれたた。。  

ここのの配配偶偶者者暴暴力力相相談談支支援援セセンンタターーににおおけけるる配配偶偶者者かかららのの暴暴力力がが関関係係すするる相相談談件件数数はは次次

ののととおおりり。。 

 

≪≪関関係係法法令令≫≫配配偶偶者者かかららのの暴暴力力のの防防止止及及びび被被害害者者のの保保護護等等にに関関すするる法法律律（（平平成成１１３３年年法法律律第第

３３１１号号））（（抄抄））  
  1144 条条（（保保護護命命令令事事件件のの審審理理のの方方法法、、６６条条（（配配偶偶者者かかららのの暴暴力力のの発発見見者者にによよるる通通報報等等））、、日日

本本語語がが十十分分にに話話せせなないい被被害害者者かかららのの相相談談件件数数、、障障害害者者ででああるる被被害害者者かかららのの相相談談件件数数、、同同居居しし

てていいるる未未成成年年のの子子どどもものの有有無無及及びび状状況況、、交交際際相相手手かかららのの暴暴力力にに関関すするる相相談談件件数数、、スストトーーカカーー

行行為為等等にに関関すするる相相談談件件数数、、緊緊急急時時ににおおけけるる安安全全のの確確保保をを行行っったた件件数数  
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【警察における配偶者からの暴力事案等の相談等件数】 
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【内閣府の虐待関係アンケート調査】  

 

    
【【ひひききここももりりとと 88005500 問問題題】】  

「「8800」」代代のの親親がが「「5500」」代代のの子子どどもものの生生活活をを支支ええるるとといいうう問問題題。。ひひききここももりりとといいうう言言葉葉がが社社

会会ににででははじじめめるるよよううににななっったた 11998800 年年代代～～9900 年年代代はは若若者者のの問問題題ととさされれてていいたたがが、、約約 3300 年年がが

経経ちち、、当当時時のの若若者者がが 4400 代代かからら 5500 代代、、そそのの親親がが 7700 代代かからら 8800 代代ととななりり、、長長期期高高齢齢化化、、ここうう

ししたた親親子子がが社社会会的的にに孤孤立立しし、、生生活活がが立立ちち行行かかななくくななるる深深刻刻ななケケーーススがが目目立立ちちははじじめめてていいるる。。  

「「22001166 年年のの内内閣閣府府のの実実態態調調査査にによよるるとと、、同同じじよよううななひひききここももりり状状態態のの人人たたちちがが全全国国でで 5544 万万

人人とと公公表表さされれてていいるる。。最最近近はは自自治治体体のの調調査査でで、、4400 代代以以上上のの人人たたちちがが半半数数をを超超ええるるとといいうう、、

調調査査結結果果ががででてていいるる。。      

 

 

≪≪家家族族そそののももののがが社社会会やや支支援援ととつつななががっっててなないい（（隠隠すす））ケケーースス≫≫ 

例例ええばば今今、、医医療療もも受受けけらられれななかかっったたりり、、生生活活保保護護ににししててもも、、障障害害のの手手帳帳ににししててもも、、そそれれをを認認

めめなないい、、自自分分のの子子どどももががそそうういいうう状状態態だだとと認認めめなないい、、とといいうう親親にによよっってて隠隠さされれててししままううとといい

うう。。他他人人ととのの比比較較ととかか、、評評価価ととかか、、横横並並びび的的にに考考ええててししままっってて、、自自分分のの子子どどももにに障障害害ががああっっ

たたりり、、ひひききここももっってていいるるここととがが恥恥ずずかかししいいとと。。ああままりり知知らられれたたくくなないいとといいうう感感情情ののほほううがが強強

くく、、本本人人がが生生ききるるここととよよりりもも優優先先さされれててししままうう事事例例。。  
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≪≪支支援援ののメメニニュューー≫≫    

現現在在はは、、就就労労とといいううののがが 11 つつののゴゴーールルににななっってていいるるがが、、実実態態調調査査をを行行っってて課課題題がが何何ななののかか、、

何何をを当当事事者者たたちちがが求求めめてていいるるののかかをを知知っったた上上でで多多様様ななメメニニュューーをを構構築築ししてていいくく必必要要がが指指摘摘ささ

れれてていいるる。。  

都都道道府府県県やや政政令令指指定定都都市市ににはは「「ひひききここももりり地地域域支支援援セセンンタターー」」とといいううももののががあありり、、ままたた、、市市

町町村村ににああるる「「生生活活困困窮窮者者支支援援窓窓口口」」へへ相相談談をを。。  

  

７７    スストトーーカカーー関関係係  

  

 

 

 

８８    ココロロナナとと死死亡亡（（調調査査中中））  

    

・・不不慮慮のの事事故故関関係係がが目目立立っってて減減少少。。  

人人流流ややささままざざままなな活活動動そそののももののがが減減少少ししたた影影響響がが考考ええるる。。人人とと人人ととのの接接点点がが減減っったたここととでで

他他殺殺もも減減少少ししたたののででははなないいかかととみみらられれてていいるる。。 

令和 2.3.5 警察庁生活安全局生活安全企画課 刑事局捜査第一

—　92　—



・・22002200 年年のの人人口口動動態態統統計計のの死死因因別別死死者者数数  

イインンフフルルエエンンザザ（（7733%%減減））、、喘喘息息（（2222%%減減））、、肺肺炎炎（（1188%%減減））ななどど、、呼呼吸吸器器系系疾疾患患がが大大ききくく減減少少。。

そそれれ以以外外ににもも、、ウウイイルルスス性性肝肝炎炎（（1177%%減減））、、交交通通事事故故（（1133%%減減））、、火火災災（（1100%%減減））、、有有害害物物質質にに

よよるる不不慮慮のの中中毒毒（（1133%%減減））、、他他殺殺（（1166%%減減））ななどどがが目目立立っってて減減少少。。1100%%  自自殺殺はは 44%%増増にに。。    

  
  

・・ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大にに伴伴うう外外出出自自粛粛  

22002200 年年 44 月月よよりり全全国国のの配配偶偶者者暴暴力力相相談談支支援援セセンンタターーやや、、内内閣閣府府がが始始めめたた 2244 時時間間態態勢勢でで電電

話話ややメメーールルをを受受けけ付付けけるる「「DDVV 相相談談ププララスス」」へへのの相相談談もも増増加加。。内内閣閣府府のの担担当当者者のの分分析析でで

はは、、「「自自宅宅でで過過ごごすす時時間間がが長長くくななりり、、スストトレレススやや生生活活不不安安をを抱抱ええてて暴暴力力にに至至るる事事例例がが増増

ええてていいるる」」。。22002211 年年 11 月月 1133 日日現現在在、、1111 都都府府県県にに緊緊急急事事態態宣宣言言がが発発令令さされれ、、今今後後更更ななるる

DDVV 相相談談数数のの増増加加がが見見込込ままれれるる。。  

・・  児児童童虐虐待待  

全全国国のの児児童童相相談談所所子子どどももへへのの虐虐待待件件数数はは、、２２００２２００年年、、２２００万万５５００２２９９件件（（速速報報値値））

でで、、初初めめてて２２００万万件件をを超超ええたた（（厚厚生生労労働働省省））厚厚労労省省はは▽▽外外出出自自粛粛やや感感染染防防止止策策のの徹徹底底をを

求求めめらられれるる生生活活ででスストトレレススがが蓄蓄積積ししたた▽▽一一斉斉休休校校ややテテレレワワーーククのの推推進進にによよるる「「スステテイイホホーームム」」でで

家家族族がが一一緒緒ににいいるる機機会会がが増増ええ、、家家庭庭内内のの不不和和がが顕顕在在化化ししたたこことともも増増加加のの背背景景ににああるるととみみてていい

るる。。  

 
 

ココロロナナにによよるる死死亡亡 

2020 年 
2019 年 
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オンライン円卓会議　in ZOOM　2020.10.14
コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防を考える！

～「見えない（見えにくい）災禍」への予防安全アプローチ～
講・演・録

令和 3（2021）年 10 月

編集　市民生活と地域の安全創造研究部会
発行　警察政策学会　　

本報告書は、警察政策学会	市民生活と地域の安全創造研究部会主催により
開催されたオンライン円卓会議 in	ZOOM（2020.10.14）
「コロナ情勢と家庭起因の事件事故予防を考える！

～見えない（見えにくい）災禍への予防安全アプローチ～」
の講演録です。

本円卓会議は、当初の計画では同月同日にグランドアーク半蔵門で開催すべく
準備をすすめていましたが、コロナ情勢の悪化により、

オンラインによる円卓会議に切り替えての実施となりました。

講師の皆様には、ご講演や ZOOM による事前準備、速記録の点検作業、補筆、
校正等多大なご負担をおかけすることになりましたが、皆様のご協力の下、ここに

警察政策学会研究資料として発刊できたことをこころから感謝申しあげます。
なお、本報告書は ZOOM 会議ならではの雰囲気を活かすため、

口語調とし、スライド（映像資料）も多数登載させていただきました。
学会事務局のご理解ご協力に感謝いたします。

2021.10.1
　警察政策学会	市民生活と地域の安全創造研究部会

　　部会長（モデレータ）　　石　附　　弘
　（尚、円卓会議に際しては日本市民安全学会のご協力をいただきました）
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